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おいしい手料理

▼平成20年度　まちの家計簿

▼子育て応援！　「ももんがの家」元気に育つちびっ子の殿堂に

【サーモンの押しずし】

合成樹脂製容器（タッパー）を押しずし用の型に使って、
松の内のお正月料理としても使える簡単豪華な一品。

おいしい手料理
お正月らしくちょっと豪華に食
卓を飾ってみましょう。でも調
理は簡単に出来るサーモンずし
と白味噌の関西風雑煮をどうぞ。



つ い 自 我 に 陥 っ て し ま う と い

う こ と が あ り ま す 。 自 戒 も 含

め 大 い に 議 論 を 重 ね て い き た

い も の と 考 え ま す 。

　 こ こ で 大 事 な こ と は 、 将 来

を 担 う 若 者 を 参 加 さ せ る こ と

で す 。 そ し て そ の 発 言 に 責 任

を 持 た せ る と い う こ と で は な

い か と 思 い ま す 。

　 古 い 詞 だ が 「 広 く 会 議 を 興

し 、 万 機 公 論 に 決 す べ し 」 を

心 し て か か り た い と 思 っ て お

り ま す 。

　 さ ら に 「 五 箇 条 の 誓 文 」 を

紹 介 す る な ら ば

「 上 下 心 を 一 に し て … 」 「 官

武 一 途 庶 民 に 至 る 迄 、 各 　 其

志 を 遂 げ … 」 「 旧 来 の 陋 習 を

破 り … 」 「 知 識 を 世 界 に 求 め

… 」 と あ り ま す 。 後 段 を 省 略

し た の は 現 代 に 合 わ な い の で

は な い か と 思 わ れ る か ら で す 。

し か し 前 段 部 分 は 今 で も 参 考

に 出 来 る 文 言 で は な い で し ょ

う か 。

　 「 写 真 の 町 」 を 宣 言 し 早 二

十 五 年 が 経 過 し ま し た が 、 先

般 写 真 甲 子 園 常 連 校 の 沖 縄 真

和 志 高 校 を 訪 ね 、 校 長 、 指 導

の 先 生 、 選 手 で あ る 三 人 の 生

徒 と 懇 談 を し て ま い り ま し た

が 、 写 真 甲 子 園 に 出 場 し て か

ら 学 校 が 変 わ っ た と 言 っ て い

ま し た 。 さ ら に は 父 母 か ら も

感 謝 さ れ て い る と 聞 か さ れ 、

胸 が 熱 く な り ま し た 。 わ が 町

が 取 り 組 ん で き た 事 業 が 一 つ

一 つ 実 を 結 ん で き て い る こ と

に 誇 り を 持 ち ま し た 。

　 こ の 誇 り を 町 民 共 有 の も の

と し て 今 後 も み ん な で 頑 張 っ

て い こ う で は あ り ま せ ん か 。

　 今 年 一 年 、 皆 さ ま が ご 健 勝

で あ り ま す こ と を 念 願 し 年 頭

の あ い さ つ と い た し ま す 。

「 写 真 の 町 」 東 川 町 長 　 松 　 岡 　 市 　 郎

東 川 町 議 会 議 長

　 浜 　 辺 　 　 　 　 啓

　 平 成 二 十 二 年 が 全 町 民 に と

っ て 良 い 年 で あ り ま す よ う 祈

念 し 、 新 年 を 慶 び た い と 思 い

ま す 。

　 平 成 の 元 号 が 使 わ れ て 早 二

十 一 年 が 過 ぎ 、 二 十 一 世 紀 も

十 年 を 迎 え ま し た 。 「 歳 月 人

を 待 た ず 」 と い う 言 葉 が 身 に

し み ま す 。

　 任 期 最 後 の 年 と し て 過 ぎ に

し 日 々 を 振 り 返 る 時 、 近 隣 町

村 か ら 羨 ま し が ら れ る よ う な

事 業 を 次 々 と 執 行 さ せ て い た

だ い た こ と に 感 謝 を 申 し 上 げ

た い と 思 い ま す 。

　 皆 さ ん 、 新 年 あ け ま し て お

め で と う ご ざ い ま す 。

　 い よ い よ 政 権 交 代 が 行 わ れ

て か ら 新 し い 年 を 迎 え ま し た 。

今 年 は ど の よ う な 年 に な る の

か 大 き な 期 待 が あ る 一 方 で 不

安 も あ り 、 複 雑 な 気 持 ち で 新

年 を 迎 え て い ま す 。

　
　 町 の 人 口 は 横 ば い な が ら 、

担 い 手 不 足 な ど か ら 商 店 街 は

シ ャ ッ タ ー 化 、 農 村 地 域 は 人

口 減 少 し 、 私 た ち の 町 の よ う

な 非 過 疎 地 も 過 疎 地 と な ん ら

変 わ る と こ ろ は あ り ま せ ん 。

活 性 化 の た め の 新 た な 投 資 整

備 が 必 要 で あ り 、 過 疎 に 準 ず

る 形 で 国 の 支 援 が 必 要 と な っ

て き て い ま す 。 　

　 老 朽 化 と 耐 震 化 の 観 点 か ら 、

今 、 ４ 年 後 の 開 拓 １ ２ ０ 年 に

向 け て 、 東 川 小 学 校 の 新 築 を

検 討 し て い ま す 。 現 校 舎 は 後

世 に 残 し た い も の で す 。 現 在

の 小 学 校 を 中 心 と し て 周 辺 10

キ ロ メ ー ト ル か ら 20 キ ロ メ ー

ト ル 四 方 に 広 が る 区 域 に は 、

多 く の 魅 力 が た く さ ん あ り ま

す 。 小 学 校 は そ の 魅 力 を つ な

ぐ 中 心 と な る 施 設 で あ る と 考

え て い ま す 。

　 私 た ち は 「 夢 」 を 持 ち た い

と 思 い ま す 。 今 は 国 の 支 援 を

求 め つ つ 、 い つ の 日 か 次 代 を

担 う 子 供 た ち が 活 力 の あ る 地

域 を 創 造 し て く れ る と ― 。 そ

の 子 供 た ち の た め に 、 さ ま ざ

ま な 「 出 会 い 」 に よ る 感 動 、

貴 重 な 楽 し い 体 験 が で き る 施

設 づ く り を し な け れ ば な り ま

せ ん 。 そ れ が 学 校 で す 。

　 東 川 小 学 校 建 設 に は そ れ ぞ

れ の 思 い が あ る こ と と 思 い ま

す が 、 子 供 た ち の た く ま し い

教 育 と 中 心 市 街 地 の 活 性 化 の

視 点 か ら 知 恵 を 出 し 、 多 く の

人 々 の 夢 を 一 つ に し 、 実 現 に

向 か っ て 進 め た い と 考 え て お

り ま す 。

　 私 た ち 職 員 一 同 、 今 年 も 住

民 の 皆 さ ま が 笑 顔 で 輝 く こ と

を 目 指 し て 頑 張 る こ と を 決 意

し 、 皆 さ ま の ご 多 幸 を 願 っ て

年 頭 の ご 挨 拶 と し ま す 。

　 皆 さ ん 、 新 年 あ け ま し て お

め で と う ご ざ い ま す 。
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民 の 皆 さ ま が 笑 顔 で 輝 く こ と

を 目 指 し て 頑 張 る こ と を 決 意

し 、 皆 さ ま の ご 多 幸 を 願 っ て

年 頭 の ご 挨 拶 と し ま す 。

　 こ の こ と は 町 民 理 解 の も と 、

町 理 事 者 、 議 会 と 三 者 一 体 と

な っ て 大 同 に 就 い た 賜 も の と

解 釈 し て お り ま す 。 本 当 に あ

り が と う ご ざ い ま し た 。

　 さ て 今 後 の 十 年 を 展 望 す る

時 、 小 学 校 の 建 て 替 え に 係 る

問 題 、 改 正 農 地 法 に 係 る 問 題

等 、 将 来 の 「 ひ が し か わ 」 を

左 右 し か ね な い 問 題 を 抱 え て

お り ま す 。 高 い 次 元 の 判 断 が

求 め ら れ る も の と 思 わ れ ま す 。
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し か し 前 段 部 分 は 今 で も 参 考
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　 　 　 　 　 　 　 う ら や

　 　 　 　 　   　 　 　 こ と ば
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町民税
（36.9％）
312,339千円

固定資産税
（53.9％）
456,694千円

衛生費
（4.0％）181,111千円

諸支出費
（7.7％）
346,985千円

教育費
（9.2％）
410,483千円

土木費
（13.1％）
588,697千円

公債費
（12.3％）
551,174千円

民生費
（12.0％）
535,575千円

総務費
（26.5％）
1,185,491千円
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謹賀新年謹賀新年謹賀新年

どうぶつのハイヤーが目印!!

東交ハイヤー  ☎82-2530
フリーダイヤル  0120-280-224

本年もよろしくお願いいたします
平成22年　元旦

本年もよろしくお願いいたします
平成22年  元旦

クレジットカード、デビットカードを使用できます

受付時間

午前7時～

午後11時
20分

まで

CONTENTS
年頭のご挨拶
○東川小学校の建設に向けて　「写真の町」東川町長　松岡市郎
○年頭の思い　東川町議会議長　浜辺　啓

平成20年度 まちの家計簿

東川町職員の給与・職員数のあらまし

子育て応援！　「ももんがの家」元気に育つちびっ子の殿堂に

まち・タウン
○４人を町長表彰、議会で表彰
○彫刻家、安田侃氏が来町講演
○町立診療所の木下先生、准看護師主任の工藤さんが道国保団体連から受彰
○ハンドベルとクリスマスソングでシーズン恒例音楽会　　ほか

新春懇談会

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○過疎法の見直しに期待
◇短歌・俳句

Nico Nico ニコール
○No.3　英語活動教育指導員　ニコール・ナイツリングさん
○エイゴのマナビカタ
　第67回「言葉を使って伝える力」　英語教育指導員　宮地晶子さん

新刊図書・ビデオ案内「新年特別版」

大雪山の素顔「新春特別」
○「山すその隠れた愛嬌者、エゾタヌキ」　自然案内人　鳥羽晃一さん

くらし・ネットワーク
○償却資産（固定資産税）の申告は２月１日まで
○個人住民税の住宅ローン控除取り扱いのお知らせ
○４月からパスポート申請窓口が変わります
○福祉給付金を支給しています　　ほか

子育てチャンネル
○終わりなき関係　「大雪山ネイチャーガイド」　塩谷秀和さん

保健だより
○早期発見～定期検診があなたのベターライフを守ります

おいしい手料理
○「サーモンの押しずし」「白味噌の関西風雑煮」　園田多映子さん
◇食べて健康・豆知識　管理栄養士　園田多映子さん

元旦は休業、2日以降通常営業します！！

第4回ひがしかわ大写真展　町民一般部門
佳作

「夕映えの大雪山」
大櫛久栄さん撮影

▲

お知らせ
休載中だった尾池隆男さんの「町の風　雑記抄」は、都合により連載を
終了します。長い間ご愛読ありがとうございました。
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24

32

33

34
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まちの家計簿

軽自動車税（1.6％）13,286千円

入湯税（2.6％）22,403千円

たばこ税（5.0％）42,150千円

町民税
（36.9％）
312,339千円

固定資産税
（53.9％）
456,694千円

その他（4.5％）199,157千円
商工費（4.4％）199,160千円

農林業費（6.3％）280,667千円

衛生費
（4.0％）181,111千円

諸支出費
（7.7％）
346,985千円

衛生費
（4.0％）181,111千円

諸支出費
（7.7％）
346,985千円

教育費
（9.2％）
410,483千円

土木費
（13.1％）
588,697千円

公債費
（12.3％）
551,174千円

民生費
（12.0％）
535,575千円

総務費
（26.5％）
1,185,491千円

町民税
（36.9％）
312,339千円

固定資産税
（53.9％）
456,694千円

教育費
（9.2％）
410,483千円

土木費
（13.1％）
588,697千円

公債費
（12.3％）
551,174千円

民生費
（12.0％）
535,575千円

総務費
（26.5％）
1,185,491千円

その他

繰入金

分担金及び負担金

地方譲与税

使用料及び手数料

諸収入

町債

国・道支出金

町税

地方交付税

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

　39.8%　1,857,004
　42.2%　1,777,352

　18.7%　872,947
　12.3%　513,939

　18.2%　846.872
　19.6%　826,703

　6.7%　313,567
　7.9%　330,658

　3.8%　179,074
　4.0%　166,719

　3.0%　139,482
　3.4%　141,008

　0.5%　24,898
　0.7%　30,796

　0.5%　 24,563
　0.1%　   1,912

　6.6%　308,383
　7.4%　317,684

　2.1%　  97,840
　2.4%　102,026

積立金・その他

繰出金

利子

元金

単独事業

補助事業

維持補修費・扶助費

物件費

補助費等

人件費

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000

　18.8%　839,895
　18.9%　772,502

　18.2%　813,289
　21.0%　856,641

　17.3%　773,295
　17.5%　713,044

　5.9%　264,979
　6.3%　257,583

　15.9%　713,502
　12.7%　516,466

　3.1%　138,070
　1.9%　  79,498

　2.0%　91,528
　2.3%　94,105

　5.1%　226,715
　4.5%　184,097

　3.5%　157,581
　3.5%　143,227

　10.3%　459,646
　11.4%　466,310

平成20年度

平成19年度

平成20年度

平成19年度

単位：千円

単位：千円歳出　44億7,850万円

町税の内訳

目的別歳出の内訳
消
費
的
経
費

投
資
的
経
費

公
債
費

そ
の
他

町　税
846,872千円

歳出総額
4,478,500千円

謹賀新年謹賀新年
本年もよろしくお願いいたします

平成22年　元旦

■一般会計性質別決算額（前年度比較）
歳入　46億6,463万円

■各会計決算額      

会計区分

4,664,630
1,988

48,271
196,103
428,053
93,289
767,704

5,432,334

4,478,500
286

47,847
193,776
418,483
87,879
748,271

5,226,771

186,130
1,702
424

2,327
9,570
5,410
19,433

205,563総　合　計

計

国保診療所

宅地造成事業

公共下水道事業

簡易水道事業

国民健康保険

特　

別　

会　

計

一般会計

差引額歳　　出歳　　入

単位：千円

　

「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
計
画
21－

１
」
の
初
年

度
と
な
っ
た
平
成
20
年
度
一
般
会
計
、
5
特
別
会
計
の

決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
全
会
計
で
使
わ
れ
た
金
額

は
、
52
億
2
千
6
7
7
万
円
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は

44
億
7
千
8
5
0
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。
決
算
は
昨

年
9
月
の
第
3
回
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
同
年
12
月
の
第
4
回
定
例
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度

ま
ち
の
家
計
簿
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■
実
施
し
た
主
な
事
業
（
一
般
会
計
で
実
施
し
た
主
な
投
資
的
事
業
を
掲
載
し
ま
す
）

■
町
民
１
人
当
た
り
に
す
る
と
（
一
般
会
計
の
決
算
額
を
単
純
に
人
口
7,7
83
人
（
21
年
3月
）
で
割
っ
た
も
の
で
す
）

土
木
費

教
育
費

農
林
業
費

総
務
費

民
生
費

67
2,

34
5円

39
3,

94
9円

28
9,

96
2円

 
 

 
10

8,
81

0円
23

8,
59

7円
17

,9
21
円

 
 

 
10

4,
49

6円
10

9,
41

4円

57
5,

42
1円

15
2,

31
8円

75
,6

39
円

70
,8

18
円

68
,8

13
円

52
,7

41
円

44
,5

82
円

36
,0

62
円

25
,5

89
円

23
,2

70
円

25
,5

89
円

使
わ
れ
た
一
般
会
計
予
算
は
…

総
務
費
（
職
員
給
与
・
町
営
バ
ス
な
ど
に
）

土
木
費
（
道
路
整
備
・
除
雪
・
公
営
住
宅
な
ど
に
）

公
債
費
（
町
の
借
金
返
済
な
ど
に
）

民
生
費
（
福
祉
の
充
実
な
ど
に
）

教
育
費
（
学
校
等
の
維
持
管
理
・
社
会
教
育
な
ど
に
）

諸
支
出
金
（
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
な
ど
に
）

農
林
業
費
（
農
林
業
の
活
性
化
な
ど
に
）

商
工
費
（
商
工
・
観
光
・
写
真
の
町
事
業
な
ど
に
）

衛
生
費
（
検
診
・
ご
み
処
理
・
墓
地
管
理
な
ど
に
）

そ
の
他
（
議
会
・
消
防
な
ど
そ
の
他
の
事
業
に
）

そ
の
他

そ
の
他

町
税

町
税

特 別 会 計 起 債 残 高

臨 時 財 政 対 策 債 残 高

一 般 会 計 起 債 残 高 （ 臨 財 債 除 く ）

■
平
成
20
年
度
末
の
町
債
（
借
金
）
残
高

■
平
成
20
年
度
末
の
基
金
（
貯
金
）
残
高

52
億
3,
28
7万
円

19
億
9,
98
9万
円

72
億
3,
27
6万
円

一
般
会
計
（
臨
財
債
含
む
）

特
別
会
計

合
計

（
た
だ
し
、
国
が
補
て
ん
す
る
額
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

一
般
会
計

特
別
会
計

合
計

22
億
4,
77
4万
円

90
3万
円

22
億
5,
67
7万
円

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

H
20

H
19

H
18

H
17

H
16

5010
0

15
0

0

一
般
会
計

1,
97
7

1,
98
3

2,
04
0

2,
13
8

2,
24
8

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

H
20

H
19

H
18

H
17

H
16

14
7

86

39

9
9

4,291

4,289

4,338

4,122

3,915

904

1,062

1,177

1,257

1,318

2,050

2,067

2,120

2,059

2,000

0

特
別
会
計

（
単
位
：
百
万
円
）

（
単
位
：
百
万
円
）

　
町
債
現
在
高
は
、

13
年
か
ら
地
方
交
付
税
か
ら
の
振
り
替
え
に
よ
る

臨
時
財
政
対
策
債
発
行
で
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
通
常
債
の
発
行
額

を
当
該
年
度
起
債
償
還
額
以
内
に
目
標
を
設
定
し
、

20
年
度
末
の
一
般

会
計
町
債
現
在
高
は

52
億

3,
28

7万
円
、
前
年
度
比

1億
4,

60
7万
円

（
▲

2.
7％
）
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
分
の
現
在
高
は

19
億

9,
98

9万
円
、
前
年
度
比

5,
93

8万
円

（
▲

2.
9％
）
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
は
財
政
調
整
基
金
に
よ
る
財
源
不
足
分
の
取
り
崩
し
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
歳
出
で
効
率
的
な
事
業
執
行
、
可
能
な
限
り
の

経
費
節
減
に
よ
っ
て
取
り
崩
し
な
く
事
業
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

20
年
度
末
の
一
般
会
計
基
金
現
在
高
は

22
億

4,
77

4万
円
、

前
年
度
比

1億
94

3万
円
（

5.
1％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
分
は

90
3万
円
、
前
年
度
比

4万
円
（

0.
4％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

■
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
財
政
健
全
化
法
」
と
い
う
。
）
が

19
年

6月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
は
、
町
の
財
政
の
運
営
状
況
を
比
率
で
表
し
、
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
運
営
状
況
を
見
直
す
た
め
の
計
画
を
作
成
し
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
東
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

※
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
す
べ
て
の
会
計
で
赤
字
額
が
な
い
た
め
、
「
－
」
（
マ
イ
ナ
ス
）
表
記
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
公
債
費
や
公
債
費
に
準
じ
た
経
費
を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
割
っ
た
も
の
で
３
カ

　
年
の
平
均
値
を
表
し
て
い
ま
す
。
早
期
健
全
化
基
準
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
将
来
負
担
比
率
は
、
将
来
的
に
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
実
質
的
な
負
担
額
を
把
握
し
、
負
担
の
償
還
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
基
金
な
ど
を
差

　
し
引
い
た
額
を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
割
っ
た
も
の
。
早
期
健
全
化
基
準
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
資
金
不
足
比
率
は
、
特
別
会
計
に
お
い
て
赤
字
額
が
な
い
た
め
、
「
－
」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
に
あ
た
る
公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
赤
字
額
に
つ
い
て
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
と
な
り
ま
す
。

※
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
は

20
年
度
か
ら
開
始
し
た
た
め

19
年
度
は
該
当
あ
り
ま
せ
ん
。

健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

将
来
負
担
比
率

35
0.

0

実
質
赤
字
比
率

15
.0

20
.0

連
結
実
質
赤
字
比
率

20
.0

40
.0

実
質
公
債
費
比
率

31
.7

－ － 13
.3

（
38

.8
）

（
－
）

（
－
）

－ － －

（
－
）

（
－
）

（
13

.8
）

25
.0

35
.0

区
分

決
算
数
値

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準

資
金
不
足
比
率
の
状
況
（
公
営
企
業
会
計
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計

20
.0

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

20
.0

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

20
.0

区
分

決
算
数
値

経
営
健
全
化
基
準

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税

H
20

H
19

H
18

H
17

H
16

町
債

町
債

国
・
道
支
出
金

国
・
道
支
出
金

■
性
質
別
歳
入
決
算
額
の
推
移

■
性
質
別
歳
出
決
算
額
の
推
移

1,
78
1,
52
3

63
9,
91
1

65
0,
10
0

60
9,
88
5

1,
01
7,
98
9

1,
75
1,
82
2

66
8,
93
3

59
4,
10
0

67
4,
41
6

82
9,
36
2

1,
80
2,
25
0

67
9,
10
7

62
6,
50
0

50
2,
57
3

78
7,
96
4

1,
77
7,
35
2

82
6,
70
3

33
0,
65
8

51
3,
93
9

76
0,
14
5

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
室
☎
82
-2
11
1（
内
線
22
7）

1,
85
7,
00
4

84
6,
87
2

31
3,
56
7

87
2,
94
7

77
4,
24
0

単
位
：
千
円

単
位
：
千
円

0

50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
50
0,
00
0

2,
00
0,
00
0

0
H
19

H
17

H
16

そ
の
他

投
資
的
経
費

繰
出
金

公
債
費

物
件
費

人
件
費

H
20

H
16

補
助
費
等

扶
助
費

そ
の
他投
資
的
経
費

繰
出
金

公
債
費

物
件
費

人
件
費

補
助
費
等

扶
助
費

97
7,
46
8

69
9,
44
0

16
8,
28
2

93
3,
23
4

52
4,
63
0

22
0,
33
2

90
9,
71
7

17
7,
25
0

87
4,
28
4

67
5,
01
6

17
7,
82
8

75
7,
58
1

53
2,
43
8

17
9,
54
0

1,
08
9,
26
3

13
0,
58
3

86
2,
20
7

64
7,
31
3

18
0,
38
7

80
0,
07
7

55
7,
17
9

16
5,
59
3

87
1,
35
6

17
6,
62
8

85
6,
64
1

71
3,
04
4

19
0,
91
4

77
2,
50
2

56
0,
41
5

18
4,
09
7

59
5,
96
4

20
9,
89
6

81
3,
28
9

77
3,
29
5

19
6,
34
5

83
9,
89
5

55
1,
17
4

22
6,
71
5

85
1,
57
2

22
6,
21
5

20
0,
00
0

40
0,
00
0

60
0,
00
0

80
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
20
0,
00
0

（
借
金
・
貯
金
）

　
町
債
（
借
金
）
残
高
は
…

　
国
か
ら
の
補
て
ん
を
除
い
た
町
債
残
高
は
…

　
基
金
（
貯
金
）
残
高
は
…

（
収
入
）

　
町
税
の
負
担
は
…

　
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
…

　
使
用
料
・
手
数
料
の
負
担
は
…

（
支
出
）

　
人
件
費
は
…

　
投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
）
は
…

・
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

・
旧
大
雪
消
防
組
合
東
川
支
署
改
修
工
事

・
北
工
学
園
実
習
施
設
（
生
活
支
援
施
設
）
運
営
事
業

・
西
8号
墓
地
造
成
設
計
業
務
委
託

・
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
(第
1地
区
農
村
公
園
整
備
、
水
交
流
施
設
整
備
等
)

・
大
雪
遊
水
公
園
整
備
工
事

・
地
域
水
田
農
業
再
編
緊
急
整
備
事
業

・
景
観
形
成
総
合
支
援
事
業
(役
場
庁
舎
正
面
玄
関
改
修
、
町
営
住
宅
外
観
改
修
、
ｷﾄ
ｳｼ
地
区
等
)

・
除
雪
ド
ー
ザ
導
入
事
業

・
地
域
住
宅
交
付
金
事
業
（
東
町
4丁
目
団
地
整
備
、
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
他
）

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
ｸﾞ
ﾘｰ
ﾝｳ
ﾞｨ
ﾚｯ
ｼﾞ
遊
歩
道
整
備
、
道
々
旭
川
旭
岳
温
泉
線
歩
道
整
備
他
）

・
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
(帰
っ
て
こ
い
よ
住
宅
建
設
他
)

・
耐
震
2次
診
断
委
託
業
務
(小
学
校
・
中
学
校
)

46
,74
5千
円

4,6
20
千
円

10
,00
0千
円

1,5
23
千
円

59
,30
5千
円

13
,16
8千
円

14
,37
5千
円

21
,99
8千
円

58
,54
9千
円

70
,11
9千
円

17
0,5
44
千
円

76
,81
1千
円

74
,81
4千
円

・
役
場
庁
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事

・
起
業
化
支
援
事
業

・
町
有
林
整
備
事
業

・
天
人
峡
天
津
橋
架
替
え
事
業

・
幼
児
セ
ン
タ
ー
増
築
設
計
委
託
業
務

2,5
19
千
円

7,0
00
千
円

10
,94
8千
円

10
7,1
89
千
円

8,7
76
千
円

ま
ち
の
家
計
簿

7
6
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0

11
0

1.
総
括

2.
職
員
の
平
均
給
与
月
額
、
初
任
給
等
の
状
況

7,
78

3
20

.9
8

20
年
度

人
千
円

千
円

千
円

％
％

⑴
人
件
費
の
状
況
（
一
般
会
計
決
算
）

東 川 町 職 員 の 給 与 ・

　 　 　 　 職 員 数 の あ ら ま し

町 職 員 の 給 与 、 職 員 数 の あ ら ま し を お 知 ら せ し ま す 。

皆 さ ま の 一 層 の ご 理 解 を お 願 い し ま す 。                  

 区
　
分

住
民
基
本
台
帳

人
口

（
20
年
度
末
）

19
年度

の人
件費

率

歳
出

額

職
員
数

実
質
収
支

人
件

費
人
件
費
率

（
参
考
）

A
B

B/
A

84
34

4,
04

7
60

,0
52

14
6,

32
0

55
0,

41
9

6,
55

3
21
年
度

人
千
円

千
円

38
6,

05
9

33
8,

85
7

44
.3

39
7,

27
5

歳
円

円
円

千
円

千
円

千
円

⑵
職
員
給
与
費
の
状
況
（
一
般
会
計
予
算
）

⑶
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況
（
各
年
4月
1日
現
在
）

⑴
職
員
の
平
均
年
齢
、
平
均
給
料
月
額
及
び
平
均
給
与
月
額
の
状
況
（
21
年
４
月
１
日
現
在
）

 区
　
分

Ｂ
／
Ａ

給
料

職
員
手
当

計
　
B

期
末・
勤
勉
手
当

給
与

費

区
分

公
務

員

東
川

町

57
.0

4歳

52
.0

9歳

59
.1

0歳

56
.1

1歳

平
均
年
齢

3人 1人 1人

職
員
数

5人

37
4,

03
3円

37
0,

20
0円

40
8,

50
0円

平
均
給
料
月
額

38
0,

16
0円

42
0,

08
2円

41
6,

11
4円

47
4,

09
5円

平
均
給
料

月
額（

A）
43

0,
09

1円

用
務
員

営
業
用
バ
ス

運
転
者

調
理
師

対
応
す
る
民
間

の
類
似
職
種

－

民
間

53
.9

0歳

44
.5

0歳

43
.4

0歳

平
均
年
齢

－

22
5,

90
0円

29
8,

80
0円

24
4,

80
0円

平
均
給
料

月
額（

B）
－

参
　
　
考

A/
B

1.
86－ 1.
39

1.
94

公
務

補

運
転
技
術
員

調
理

師

平
均
年
齢

区
分

東
川

町

平
均
給
料
月
額

平
均
給
与
月
額
平
均
給
与
月
額

（
20
年
4月
1日
現
在
）

一人
当た

り給
与費

A

※
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
か
ら
1,
81
0千
円
の
交
付
金
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
交
付
金
は
水
力
発
電
施
設
の
立
地
地
域
・
周
 

　
辺
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
公
共
施
設
整
備
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
事
業
・
職
員
の
給
与
の
一
部
に
も
交
付
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

（
注
）
１
　
職
員
手
当
に
は
退
職
手
当
を
含
ま
な
い

　
　
　
２
　
給
与
費
は
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
額

17
2,

20
0円 28

6,
20

0円

22
8,

50
0円

36
0,

50
0円

28
0,

70
0円

38
8,

20
0円

32
5,

00
0円

17
2,

20
0円

14
0,

10
0円

14
0,

10
0円

⑵
 職
員
の
初
任
給
の
状
況
（
21
年
４
月
１
日
現
在
）

⑶
 職
員
の
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
（
21
年
４
月
１
日
現
在
）

区
分

備
考

区
分

経
験
年
数
10
年
以
上
15
年
未
満

経
験
年
数
15
年
以
上
20
年
未
満

経
験
年
数
20
年
以
上
25
年
未
満

東
川

町
　

国
　

一
般
行
政
職

一
般
行
政
職

高
校

卒

大
学

卒

大
学

卒

高
校

卒

3.
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
等
の
状
況

⑴
 級
別
職
員
数
の
状
況
（
21
年
4月
1日
現
在
）

⑵
 昇
給
へ
の
勤
務
成
績
の
反
映
状
況

　
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
４
号
俸
（
55
歳
を
超
え
る
場
合
は
2号
俸
）
を
標
準
と
し
て
昇
給
し
て
い
る
。

 区
　
分

標
準
的
な
職
務
内
容

合
　
　
　
計

構
成
比

職
員
数

1　
級

人 人 人人 人 人

4

人
84

％ ％ ％％ ％ ％

4.
8

6　
級

7
8.

3

5　
級

15
17

.9

4　
級

30
35

.7

3　
級

22
26

.2

2　
級

6
7.

1

定
型
的
な
業
務
を
行
う
職
務

困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
課
長
等
の
職
務

１
．
課
長
等
の
職
務

２
．
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
課
長
補
佐
等

　
　
の
職
務

１
．
係
長
の
職
務

２
．
主
任
の
職
務

３
．
主
査
の
職
務

１
．
課
長
補
佐
の
職
務

２
．
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
係
長
の
職
務

３
．
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
主
任
の
職
務

特
に
高
度
な
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る

業
務
を
行
う

（
注
）
１
　
東
川
町
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。

　
　
　
２
　
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職
務
で
す
。

4.
職
員
の
手
当
の
状
況

－

⑴
 期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

⑵
 退
職
手
当
（
21
年
4月
1日
現
在
）

東
川
町

国
１
人
当
た
り
平
均
支
給
額
（

20年
度
）

1,7
42
　
　
千
円
　

（
加
算
措
置
の
状
況
）

　
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級

　
等
に
よ
る
加
算
措
置

（
加
算
措
置
の
状
況
）

　
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級

　
等
に
よ
る
加
算
措
置

（
20
年
度
支
給
割
合
）

　
期
末
手
当

　
3.0

0月
分

勤
勉
手
当

1.5
月
分

（
20
年
度
支
給
割
合
）

　
期
末
手
当

　
3.0

0月
分

勤
勉
手
当

1.5
月
分

東
川
町

国

（
注
１
）
　
退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支
給
額
は
、
前
年
度
に
退
職
し
た
全
職
種
に
係
る
職
員
に

　
　
　
　
　
支
給
さ
れ
た
平
均
額
で
あ
る
。

（
注
２
）
　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
よ
り
支
給

6級
　
8.3
%

5級
　
17
.9%

2級
　
7.1
%

1級
　
4.8
%

4級 35
.7% 3級 26
.2%

6級
　
4.7
%

5級
　
9.5
%

2級
　
6.0
%

1級
　
4.7
%

4級 48
.9% 3級 26
.2%

6級
 10
.1%

5級
　
7.3
%

2級
 12
.3%

1級
　
7.3
%

4級 23
.9% 3級 39
.1%

10
0% 90
%

80
%

70
%

60
%

50
%

40
%

30
%

20
%

10
% 0%

（
注
）
　
平
成
18
年
4月
よ
り
給
料
表
の
級
区
分
が
8級
制
か
ら
6級
制
の
変

　
　
　
　
わ
っ
た
た
め
、
5年
前
の
数
値
は
6級
制
に
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
構
成
比

1年
前
の
構
成
比

5年
前
の
構
成
比

○
職
員
の
構
成
比

（
支
給
率
）

勤
続

20
年

勤
続

25
年

勤
続

35
年

最
高
限
度
額

そ
の
他
の
加
算
措
置
　
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置

　
　
　
　
　
　
　
（

2％
～

30
％
加
算
）

1人
当
た
り
平
均
支
給
額

自
己
都
合

21
.00

 月
分

33
.75

 月
分

47
.50

 月
分

59
.28

 月
分

15
,78

4千
円

勧
奨
・
定
年

27
.30

 月
分

42
.12

 月
分

59
.28

 月
分

59
.28

 月
分

16
,54

6千
円

（
支
給
率
）

勤
続

20
年

勤
続

25
年

勤
続

35
年

最
高
限
度
額

そ
の
他
の
加
算
措
置
　
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置

　
　
　
　
　
　
　
（

2％
～

30
％
加
算
）

自
己
都
合

21
.00

 月
分

33
.75

 月
分

47
.50

 月
分

59
.28

 月
分

勧
奨
・
定
年

27
.30

 月
分

42
.12

 月
分

59
.28

 月
分

59
.28

 月
分

税
務
職
、
技
能
労
務
職
、
教
育
職
、

保
健
職
も
含
む

（
注
）
１
.「
平
均
給
料
月
額
」
と
は
、
21
年
4月
1日
現
在
に
お
け
る
職
員
の
基
本
給
の
平
均
で
す
。

　
　
　
２
.「
平
均
給
与
月
額
」
と
は
、
給
料
月
額
と
毎
月
支
払
わ
れ
る
扶
養
手
当
、
調
整
手
当
、
住
居
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
諸
手
当
の
額
を
合
計
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
３
．
技
能
労
務
職
の
民
間
デ
ー
タ
は
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
す
る
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
の
平
成
17
年
～
平
成
19
年
の
３
カ
年
平
均
で
す
。

※
平
均
給
与
月
額
（
国
ベ
ー
ス
）
の
平
均
年
齢
は
、
43
.9
歳
で
す
。

東
川
町

類
似
団
体
平
均

全
道
町
村
平
均

（
H
15
）

10
2.
0

（
H
15
）

98
.4

（
H
15
）

98
.4

（
H
20
）

99
.1

（
H
20
）

97
.1

（
H
20
）

92
.6

一
般
行
政
職
（
職
員
数
81
名
）

技
能
労
務
職

18
.1

6
81

3,
28

9
99

,8
80

4,
47

8,
50

0

（
注
）
１
  
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
10
0と

　
　
　
　
　
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
を
示
す
指
数
で
す
。

　
　
　
２
　
類
似
団
体
平
均
と
は
、
人
口
規
模
、
産
業
構
造
が
類
似
し
て
い

　
　
　
　
　
る
団
体
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
単
純
平
均
し
た
も
の
で
す
。

職
員
の
給
与
・
職
員
数

9
8
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14
.1

千
円

円

千
円

円

千
円

円

千
円

円

千
円

円

千
円

円

千
円

円

夜
間
看
護
手
当

放
射
線
業
務
従
事

手
当

⑶
 特
殊
勤
務
手
当
（
21
年
4月
1日
現
在
）

支
給
職
員

1人
当
た
り
平
均
支
給
年
額
（

20
年
度
決
算
）

手
当
の
名
称

支
給
範
囲

左
記
職
員
に
対
す
る
支
給
単
価

支
給
実
績
（

20
年
度
決
算
）

職
員
全
体
に
占
め
る
手
当
支
給
職
員
の
割
合
（

20
年
度
）

医
学
研
究
予
防

業
務
手
当

手
当
の
種
類
（
手
当
数
）

千
円

8,
12

1
円

73
8,

27
3

⑷
 時
間
外
勤
務
手
当

支
給
職
員

1人
当
た
り
平
均
支
給
年
額
（

20
年
度
決
算
）

支
給
実
績
（

20
年
度
決
算
）

千
円

7,
55

1
千
円

16
1

%
13

.1
4

往
診
手
当

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
た
る
職
員
が
往
診
に

従
事
し
た
と
き

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
す
る
看
護
師
た
る
職
員
が
深
夜

の
勤
務
に
従
事
し
た
と
き

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
た
る
職
員
が
公
衆
衛

生
向
上
の
た
め
必
要
な
研
究
調
査
や
保
健
予
防
業
務
に
従

事
し
た
と
き

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
し
専
ら
放
射
線
の
作
業
に
従
事

す
る
も
の
（
管
理
職
を
除
く
）

所
　
長
　
　
　
　
　
　
月
額

副
所
長
　
　
　
　
　
　
月
額

深
夜
勤
務
１
回
に
つ
き

診
療
放
射
線
技
師
　
　
月
額

3,3
00
円

8,0
00
円

30
0,0

00
円

28
0,0

00
円

⑸
 そ
の
他
の
手
当
（
21
年
4月
1日
現
在
）

手
当
名

内
容
及
び
支
給
単
価

国
の
制
度

と
の
異
同

国
の
制
度
と

異
な
る
内
容

支
給
実
績

（
19
年
度
決
算
）
支
給
職
員
1人
当
た
り

平
均
支
給
年
額

（
19
年
度
決
算
）

配
偶
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
　
　
　
　
　

　
満

16
歳
か
ら
満

22
歳
ま
で
の
子

　
１
人
に
つ
き
　
　
　
　

家
賃
の
額
が

12
,00

0円
を
超
え
る
借
家
等
の

場
合
、
家
賃
の
額
に
応
じ
て
町
内

24
,00

0円
、

町
外

17
,00

0円
を
限
度
に
支
給

小
学
校
第
６
学
年
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
職
員
に
支
給

世
帯
の
区
分
や
扶
養
親
族
の
数
な
ど
に
応
じ

て
支
給
　

51
,70

0円
～

13
1,9

00
円
（
毎
年

11
月
か
ら
翌
年

3月
ま
で
の
各
月
に
支
給
）

交
通
機
関
利
用
者
　
１
ヶ
月
当
た
り
の
運
賃

相
当
額

55
,00

0円
を
限
度
に
支
給

通
勤
距
離
に
応
じ
て

2,0
00
円
～

4,1
00
円
の

範
囲
で
支
給

当
該
地
域
に
お
け
る
民
間
の
賃
金
水
準
を
基

礎
と
し
、
当
該
地
域
に
お
け
る
物
価
等
を
考

慮
し
て
規
則
で
定
め
る
地
域
に
在
勤
す
る
職

員
に
支
給
　
　
　
札
幌
市
　

3％

13
,0

00
円

6,
50

0円

5,
00

0円
加
算

12
,1

27
22

4,
57

4
扶
養
手
当

同
じ

1,
31

9
54

,9
58

通
勤
手
当

や
や
異
な
る

8,
54

1
10

1,
67

9
寒
冷
地
手
当

同
じ

2,
88

0
14

4,
00

0
児
童
手
当

同
じ

5.
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況
（
21
年
4月
1日
現
在
）

一 般 行 政 部 門 特 別 行 政 部 門 会 計 部 門

公 営 企 業

中
途
退
職（
▲

1）
人
事
異
動（
▲

1）
派
遣
者
の
部
付（

1）

区
分

0
2

5
8

6
12

職
員
数

区
　
　
分

区
分

職
　
員
　
数

平
成
20
年

平
成
21
年

主
な
増
減
理
由

対
前
年

増
減
数

部
門

給
　
料
　
月
　
額
　
等

給 料
町
　
長

副
町
長

円 円

75
0,0

00
59

7,0
00

期 末 手 当

町
　
長

副
町
長

議
　
長

副
議
長

議
　
員

（
20
年
度
支
給
割
合
）

4.5
月
分

報 酬

議
　
長

副
議
長

議
　
員

円 円 円

25
4,0

00
19

7,0
00

17
0,0

00

退 職 手 当

町
　
長

副
町
長

（
支
給
時
期
）

任
期
満
了
時

（
算
定
方
式
）

21
.25

2月
分

13
.42

0月
分

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
よ
り
支
給

6.
職
員
数
の
状
況

⑴
 部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由

（
各
年

4月
1日
現
在
）

⑵
 年
齢
別
職
員
構
成
の
状
況
（
20
年
4月
1日
現
在
）

合
　
計議
会
総
務
税
務
民
生
衛
生
農
林
商
工
土
木

2 18 6 17 7 6 7 11

2 18 7 17 7 5 7 10

0 0 1 0 0
▲

1 0
▲

1
小
計

74
73

▲
1

教
育

10
10

0

小
計

10
10

0
退
職（
▲

1）
病
院
下
水

16 1
15 1

▲
1 0

小
計

17
16

▲
1

10
1

［
12

0］
99

［
12

0］
▲

2

7.
3

15
.3

10
.4

18
.5

13
.7

6.
5

9.
7

7.
3

7.
3

4.
0

0.
0

2.
1

5.
1

8.
1

6.
1

12
.1

5.
1

16
.1

19
.1

12
.1

20 15 10 5 0
20 歳 未 満

0.
0

60 歳 以 上

20  │  23

24  │  27

28  │  31

32  │  35

36  │  39

40  │  43

44  │  47

48  │  51

52  │  55

56  │  59

％

構
成
比

5年
前
の

構
成
比

（
注
）
１
　
職
員
数
は
一
般
職
に
属
す
る
職
員
数

　
　
　
２
　
[  
   
]内
は
、
条
例
定
数
の
合
計

（
注
）
　
１
　
計
画
期
間
は
、
平
成
17
年
～
平
成
22
年
の
5年
間
で
あ
る
。

　
　
　
　
２
　
（
　
％
）
内
の
数
値
は
、
数
値
目
標
に
対
す
る
進
捗
率
を
示
す

　
　
　
　
３
　
各
年
欄
の
増
減
は
、
対
前
年
比
の
職
員
増
減
数
、
計
の
欄
は
計
画
１
年
目
以
降
現
年
ま
で
の
職
員
数
増
減
の
累
計
を
示
す

⑶
 定
員
適
正
化
計
画
の
数
値
目
標
（
定
員
適
正
化
目
標
）

（
注
）
東
川
町
新
行
財
政
改
革
大
綱
（
案
）
よ
り

20
歳

20
歳

24
歳

28
歳

32
歳

36
歳

未
満

23
歳

27
歳

31
歳

35
歳

39
歳

〜
〜

〜
〜

〜

5
14

16
19

12
0

10
1

40
歳

44
歳

48
歳

52
歳

56
歳

43
歳

47
歳

51
歳

55
歳

59
歳

〜
〜

〜
〜

〜
計

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

人
人

60
歳

以
上

人

計
画
期
間

H1
7年

計
画
前
年

H1
8年

1年
目

H1
9年

2年
目

H2
0年

3年
目

H2
1年

4年
目

H2
2年

5年
目

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

計

教
育
部
門

職
員
数

増
　
減

職
員
数

増
　
減

職
員
数

増
　
減

職
員
数

増
　
減区
分

部
門

H1
7～
22
年

計
（
参
考
）

数
値目
標

数
値目
標

始
　
期

終
　
期

平
成

17
年

4月
1日

平
成

22
年

3月
31
日

12
人
削
減

78 16 20 0
11

4

76 △
2

△
216 18 △
4

11
0

78 2 1

△
214 19 1

11
1

74 △
4

△
2

△
311 17 △
9

10
2

△
12（

10
0%
）

－ △
4

△
3

△
5
－ － －

△
1210
2

○
定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
別
進
直
状
況
（
実
績
）
の
概
要

（
各
年

4月
1日
現
在
）

11
3

11
3,

00
0

地
域
手
当

同
じ

12
,8

10
35

5,
83

3
管
理
職
手
当

管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
支
給

や
や
異
な
る

課
長
等
級

9％
課
長
補
佐
等
級

7％

9,
37

4
13

2,
02

8
住
居
手
当

や
や
異
な
る

自
宅
の
場
合

　
　

 7
,0

00
円

町
外

 4
,1

00
円

職
員
の
給
与
・
職
員
数

時
間
内
に
あ
っ
て
は
点
数
表
定
額
の

4割
相

当
額
、
時
間
外
に
あ
っ
て
は
点
数
表
定
額
の

6割
相
当
額

11
10

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
01

0 
 Ja

nu
ar

y
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
01

0 
 Ja

nu
ar

y



　
総
事
業
費
約
２
億
円
で
完
成
す
る
「
も
も

ん
が
の
家
」
新
増
築
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
作
り
平
屋
建
て
延
べ
約
６
７
０
平
方
㍍
。

零
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育
環
境
の
強
化

を
図
る
の
が
狙
い
で
す
。

　
年
々
入
園
希
望
が
増
え
て
い
る
零
、
１
、

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
子
育
て
を

迎
え
る
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
も
一
層
こ
た
え
ら

れ
る
保
育
環
境
が
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
圧
倒
的
に
足
り
な
か
っ
た
ト
イ
レ
の

便
器
の
数
は
４
倍
に
な
り
、
４
器
し
か
便
器

が
な
か
っ
た
零
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
ト
イ

レ
環
境
は
、
特
に
大
き
く
改
善
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
年
長
児
ク
ラ
ス

（
４
、
５
歳
児
70
人
）
の
ト
イ
レ
環
境
改
善

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
間
約
１
千
件
の
ニ
ー
ズ
、
一
時
保
育

も
専
用
教
室
充
実
に

　
年
々
増
え
て
い
る
も
う
１
つ
の
ニ
ー
ズ
は

一
時
保
育
。
零
歳
児
保
育
と
と
も
に
、
計
画

的
な
保
育
士
配
置
が
な
か
な
か
追
い
つ
か
な

い
性
質
の
ニ
ー
ズ
で
す
。

　
一
時
保
育
の
利
用
は
、
子
育
て
専
業
の
お

母
さ
ん
世
帯
で
利
用
す
る
件
数
が
急
激
に
増

え
、
近
年
３
カ
年
で
は
そ
の
前
に
比
べ
て
2

２
歳
児
の
増
加
と
と
も
に
、
狭
く
な
っ
て
い

た
保
育
室
ス
ペ
ー
ス
は
１
・
３
倍
に
広
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
十
分
な
保
育
ス
ペ
ー
ス
を
部
屋
割

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
１
歳
未
満
児
の
長
時
間
保
育
は
、
昨
年
か

ら
３
人
増
の
９
人
定
員
と
な
る
な
ど
、
幼
保

一
元
化
の
取
り
組
み
は
、
職
員
を
増
員
し
て

環
境
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
（
昨
年
４
月

か
ら
６
人
増
の
51
人
、
う
ち
保
育
士
35
人
）
。

　
し
か
し
現
在
も
な
お
入
園
希
望
の
待
機
が

出
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
保
育
士
の

数
を
さ
ら
に
充
実
し
、
４
月
以
降
、
零
歳
児

受
け
入
れ
な
ど
の
拡
大
を
可
能
な
限
り
検
討

し
ま
す
。

　
保
育
面
積
の
大
幅
増
と
相
ま
っ
て
、
町
内

の
木
工
場
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
製
作
し

た
ぬ
く
も
り
あ
る
木
の
大
型
遊
具
が
新
た
に

導
入
さ
れ
る
こ
と
も
今
増
築
の
特
徴
で
す
。

　
木
の
地
肌
を
生
か
し
た
ぬ
く
も
り
あ
る
遊

具
に
触
れ
て
遊
び
、
豊
か
な
感
性
が
自
然
に

育
ま
れ
て
ほ
し
い
も
の
。
遊
び
に
創
造
性
が

加
わ
り
、
行
動
の
質
も
飛
躍
的
に
高
ま
る
こ

倍
以
上
、
年
間
延
べ
５
０
０
人
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
を
育
て
は
ぐ
く
む
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
新
た
な
専
用
教
室
（
49
平
方
㍍
）
を
設

け
ま
し
た
。

　
一
時
保
育
に
特
徴
的
な
の
は
、
１
人
に
対

し
て
保
育
士
１
人
が
付
き
っ
切
り
の
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
で
す
。

　
日
ご
ろ
大
勢
の
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ

機
会
が
少
な
い
、
大
勢
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
不
得
手
な
乳
幼
児

や
、
座
っ
て
給
食
を
食
べ
る
習
慣
、
お
昼
寝

を
す
る
習
慣
が
な
い
な
ど
、
付
き
っ
切
り
保

育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
預
か
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
保
育
基
準
を
上
回
る
保
育
士
の
配
置

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
後
も
一
時
保
育
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
預
か
り
時

間
の
自
由
度
を
検
討
す
る
な
ど
、
町
中
に
元

気
な
歓
声
が
響
く
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ

る
た
め
今
後
と
も
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
の
保
育
環
境
さ
ら
に
充
実

子
育
て
応
援
！　
「
も
も
ん
が
の
家
」元
気
に
育
つ
ち
び
っ
子
の
殿
堂
に

乳
幼
児
の
保
育
環
境
さ
ら
に
充
実

子
育
て
応
援
！　
「
も
も
ん
が
の
家
」元
気
に
育
つ
ち
び
っ
子
の
殿
堂
に

乳
幼
児
の
保
育
環
境
さ
ら
に
充
実

子
育
て
応
援
！　
「
も
も
ん
が
の
家
」元
気
に
育
つ
ち
び
っ
子
の
殿
堂
に

▲ボール砂場、ジャングルジム、滑り台などを組み合わせた木の複
合大型遊具（全体完成予想の一部）

４
人
を
町
長
表
彰
、議
会
で
表
彰

「
Ｂ
・
Ｂ
が
来
た
よ
」―
日
ハ
ム
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
大
人
気

　

１
月
下
旬
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
「
も
も
ん
が
の
家
」
が
大
き
く
、
広
く
な
っ
て
装
い
新
た
に
お
目
見
え
し
ま
す
。
町
を
担
う
新
た
な

世
代
の
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
育
つ
よ
う
、
零
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児
保
育
、
一
時
保
育
を
特
に
強
化
。
働
く
お
母
さ
ん

に
と
っ
て
も
頼
も
し
い
施
設
と
し
て
、全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
幼
保
一
元
化
機
能
が
さ
ら
に
充
実
し
て
、ち
び
っ
子
の
殿
堂
に
な
り
ま

す
。
２
月
上
旬
、子
供
た
ち
は
新
し
い
施
設
に
お
引
っ
越
し
で
す
。

「
国
際
化
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
」と
多
田
教
授
が
講
演

12Higashikawa  2010  January
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

乳
幼
児
の
保
育
環
境
さ
ら
に
充
実

子
育
て
応
援
！　
「
も
も
ん
が
の
家
」元
気
に
育
つ
ち
び
っ
子
の
殿
堂
に

乳
幼
児
の
保
育
環
境
さ
ら
に
充
実

子
育
て
応
援
！　
「
も
も
ん
が
の
家
」元
気
に
育
つ
ち
び
っ
子
の
殿
堂
に

　

町
は
21
年
度
町
長
表
彰
で
４
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。
昨
年
12
月
９
日
、
開
会
中
の
第
４

回
定
例
会
議
場
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

◆
善
行
表
彰　

▼
飛
彈
野
哲
宏
氏
（
68
）
＝

前
年
同
賞
を
受
賞
し
た
故
飛
彈
野
数
右
衛
門

氏
の
ご
長
男
で
す
。
国
立
旭
川
工
業
高
等
専

門
学
校
勤
務
し
て
退
官
後
、
飛
彈
野
糖
鎖
工

学
研
究
所
を
設
立
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

数
右
衛
門
氏
の
死
去
後
、
写
真
の
町
事
業
の

た
め
に
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
小
西
正
隆
氏
（
71
）
＝
川
崎
市
在
住
。
故

小
西
健
二
氏
の
ご
遺
族
と
し
て
故
小
西
氏
の

土
地
、
居
宅
（
東
町
１
）
、
多
額
の
私
財
を

町
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
地
、

建
物
、
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
、
音
響
機
器

類
な
ど
を
含
め
「
小
西
健
二
音
楽
堂
」
と
な

り
ま
し
た
。
私
財
は
町
の
教
育
振
興
基
金
と

し
て
今
後
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
自
治
功
労　

▼
長
縄
惠
光
氏
（
76
）
＝
１

９
９
７
（
平
成
９
）
年
か
ら
昨
年
９
月
ま
で

12
年
間
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
。
そ
の

間
、
２
０
０
１
（
同
13
）
年
か
ら
委
員
長
を

務
め
地
方
自
治
に
貢
献
し
ま
し
た
。

▼
高
木
正
晴
氏
（
56
）
＝
１
９
９
７
（
平
成

９
）
年
10
月
か
ら
現
在
ま
で
12
年
間
に
渡
っ

て
町
教
育
委
員
と
し
て
地
方
自
治
に
貢
献
し

ま
し
た
。

▼
藤
田
尚
量
氏
（
72
）
＝
１
９
９
９
（
平
成

11
）
年
か
ら
現
在
ま
で
、
町
交
通
安
全
指
導

員
と
し
て
町
内
の
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
９
月
道
知
事
感
謝
状
。

▼
折
原
博
行
氏
（
60
）
＝
１
９
９
９
（
平
成

11
）
年
か
ら
現
在
ま
で
町
交
通
安
全
指
導
員

と
し
て
町
内
の
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し
て

来
ま
し
た
。
昨
年
９
月
道
知
事
感
謝
状
。

ゃ
ん
と
一
緒
に
初
来
園
し
ま
し
た
。

　

上
手
に
ピ
ア
ノ
を
引
い
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
…
。
ち
ょ
っ
と
や
ん
ち
ゃ
な
Ｂ
・
Ｂ

は
、
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
た
り
、
抱
き
つ
か

れ
た
り
、
す
っ
か
り
人
気
者
で
す
。
元
気
い

っ
ぱ
い
に
飛
び
回
っ
て
小
さ
な
歓
声
に
囲
ま

れ
、
楽
し
く
一
緒
に
遊
び
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
４
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
プ
ロ

野
球
チ
ー
ム
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
、
Ｂ
・
Ｂ
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
体
操
や
ゲ
ー
ム
を
し
て

す
っ
か
り
人
気
者
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
一
社
、
飲
料
メ
ー
カ

ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ク
ー
ち

　

昨
年
11
月
27
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で「
21
世
紀
の
人
間
形
成
を
担
う
国
際
理
解

教
育
」と
題
し
て
日
本
国
際
理
解
教
育
学
会

会
長
多
田
孝
志
教
授
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
第
三
小
で
行
っ
た
東
川
町
国
際
教
育

推
進
協
議
会
研
究
大
会
に
合
わ
せ
て
来
町
し

ま
し
た
。

　

「
21
世
紀
の
人
間
形
成
を
担
う
国
際
理
解

教
育
」
と
題
し
て
「
多
文
化
な
国
際
社
会
で

は
『
分
か
り
合
え
な
い
』
人
々
と
も
『
い
っ

し
ょ
に
い
る
』
た
め
の
対
話
力
が
必
要
」
な

ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
実
践
方
法
に
触
れ

「
次
々
に
質
問
す
る
こ
と
が
す
ご
く
大
切
で
、

そ
の
時
の
質
問
の
受
け
答
え
が
重
要
。
日
本

の
子
供
た
ち
は
１
回
だ
け
な
ら
質
問
で
き
る
。

し
か
し
２
回
、
３
回
と
質
問
し
て
論
議
し
、

新
し
い
答
え
を
出
す
と
い
う
力
、
語
り
合
う

こ
と
自
体
に
意
味
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ
と

も
必
要
。
21
世
紀
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
日

本
最
大
の
課
題
は
、
こ
の
こ
と
を
先
生
が
理

解
し
、
学
校
教
育
の
現
場
に
生
か
す
こ
と
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
子
供
を
ひ
ざ
の
上
に
乗
せ
て
読
み

聞
か
せ
を
す
る
と
、
10
年
後
に
は
言
語
能
力

が
良
く
な
る
」
な
ど
と
イ
ギ
リ
ス
の
小
学
生

の
教
育
法
も
紹
介
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
つ
け
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を

次
々
と
紹
介
し
ま
し
た
。

４
人
を
町
長
表
彰
、議
会
で
表
彰

４
人
を
町
長
表
彰
、議
会
で
表
彰

「
Ｂ
・
Ｂ
が
来
た
よ
」―
日
ハ
ム
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
大
人
気

「
Ｂ
・
Ｂ
が
来
た
よ
」―
日
ハ
ム
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
大
人
気

町長表彰を受けた高木さん、飛彈野さん、長縄さん、
藤田さん（左から）

「
国
際
化
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
」と
多
田
教
授
が
講
演

「
国
際
化
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
」と
多
田
教
授
が
講
演
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旭 大 生 が 一 人 暮 ら し の お 年 寄 り 宅 に Ｘ マ ス プ レ ゼ ン ト旭 大 生 が 一 人 暮 ら し の お 年 寄 り 宅 に Ｘ マ ス プ レ ゼ ン ト

　 イ タ リ ア 在 住 の 彫 刻

家 、 安 田 侃 （ か ん ） 氏

が 昨 年 1
1
月 2
5
日 来 町 し 、

役 場 で 記 念 講 演 を し ま

し た 。

　 出 身 地 の 美 唄 市 内 に

あ る ア ト リ エ で 仕 事 の

た め に 帰 国 し 、 松 岡 市

郎 町 長 を 表 敬 に 訪 れ ま

し た 。

　 「 石 を 介 し て ２ 千 年

の 人 間 の 営 み を 考 え 直

そ う と 思 っ て い る 。 長 い 歴 史 の 中 で 生

き て い る 『 個 』 と し て の 生 存 を 考 え 、

子 供 た ち が 遊 ん で い る 場 所 は 、 ２ 千 年

前 に も あ っ た し 、 未 来 も あ り 続 け て ほ

し い 、 と い う 気 持 ち を 伝 え た い 」 と 話

し ま し た 。

　 「 触 れ 、 触 る こ と で 感

じ る 、 と い う こ と が 重 要 。

触 れ る 、 と い う こ と は 今

生 き て い る 証 。 今 自 分 が

生 き て い る 、 と い う こ と

を 感 じ て も ら う た め に 触

れ て も ら う こ と が 重 要 。

そ し て 最 近 は 『 た だ 触 れ

る だ け で は な く 、 そ の 人

の 気 持 ち を 映 す こ と が 出

来 た ら … 』 と 欲 を 出 し て

い る 。

　 彫 刻 の 前 に い る 人 の 心 を 映 す こ と が

出 来 る 彫 刻 を 造 る こ と が 出 来 れ ば 、 ３

千 年 、 ５ 千 年 の 歴 史 を 越 え る 普 遍 な 価

値 観 が 生 ま れ る 。 普 遍 な 時 の 中 に 生 き

る こ と が 出 来 る 」 な ど と 創 作 へ の 思 い

を 語 り ま し た 。

ス マ ス メ ド レ ー な ど ３ 曲 を 披 露 し ま し

た 。 ベ ル の 美 し い 澄 み 渡 っ た 響 き と ハ

ー モ ニ ー が 場 内 を 満 た し ま し た 。

　 会 場 み ん な で 「 き よ し こ の 夜 」 な ど

も 合 唱 し 、 ク リ ス マ ス 気 分 を 演 出 し ま

し た 。

ビ ュ ッ シ ー 作 曲 ） 、 「 幻 想 即 興 曲 」

（ シ ョ パ ン 作 曲 ） 、 「 メ リ ー ク リ ス マ

ス 、 ミ ス タ ー ロ ー レ ン ス 」 （ 坂 本 龍 一

作 曲 ） な ど 、 季 節 な ら で は の メ ロ デ ィ

ー を 独 奏 で つ づ り ま し た 。

　 旭 川 福 祉 専 門 学 校 介 護 福 祉 科 の 学 生

６ 人 は 、 恒 例 の ハ ン ド ベ ル 演 奏 で ク リ

　 昨 年 1
2
月 1
8
日 、 農 村 環 境 改 善 セ ン タ

ー で 「 し ら か ば （ 高 齢 者 ） 学 級 」 の ク

リ ス マ ス 音 楽 会 が 開 か れ ま し た 。

　 同 学 級 と 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 合 同 の

コ ン サ ー ト 。 町 内 在 住 の ピ ア ニ ス ト 、

三 島 知 子 さ ん は 、 「 乙 女 の 祈 り 」 （ パ

ダ ジ ェ フ ス カ 作 曲 ） 、 「 月 の 光 」 （ ド

　 国 保 東 川 町 立 診 療 所 長 の 木 下 透 医 師

（ 5
3
） 、 同 診 療 所 の 准 看 護 師 主 任 工 藤

美 津 子 さ ん （ 5
8
） が と も に 北 海 道 国 民

健 康 保 険 団 体 連 合 会 か ら 表 彰 を 受 け 、

1
2
月 ９ 日 、 町 議 会 議 場 で 松 岡 市 郎 町 長

か ら 表 彰 伝 達 を 受 け ま し た 。

　 木 下 先 生 は 、 １ ９ ９ ６ （ 平 成 ８ ） 年 、

国 保 東 川 町 立 病 院 副 医 院 長 （ 当 時 ） と

し て 着 任 . 。 以 来 、 1
3
年 間 に 渡 っ て 本

町 の 地 域 医 療 に 貢 献 を 続 け て き ま し た 。

現 在 、 同 病 院 を 継 承 し た 町 立 診 療 所 所

長 と し て 保 健 ・ 福 祉 ・ 医 療 の 連 携 強 化

を 図 り な が ら 、 充 実 し た 町 の 医 療 体 制

の 中 核 と し て 活 躍 し て い ま す 。

　 工 藤 さ ん は 、 １ ９ ７ ６ （ 昭 和 5
1
） 年 、

同 病 院 に 准 看 護 師 （ 当 時 ） と し て 採 用 。

以 来 町 の 地 域 医 療 に 従 事 し て 来 ま し た 。

現 在 町 立 診 療 所 の 准 看 護 師 主 任 と し て

職 場 で の 看 護 師 接 遇 、 技 術 指 導 を 行 う

な ど 、 3
2
年 間 に わ た っ て 看 護 の 質 の 向

上 に 尽 力 い た だ い て い ま す 。

町 立 診 療 所 の 木 下 先 生 、 准 看 護 師 主 任 の 工 藤 さ ん が 道 国 保 団 体 連 か ら 受 彰町 立 診 療 所 の 木 下 先 生 、 准 看 護 師 主 任 の 工 藤 さ ん が 道 国 保 団 体 連 か ら 受 彰

小 西 健 二 音 楽 堂 で コ ン サ ー ト小 西 健 二 音 楽 堂 で コ ン サ ー ト

ハ ン ド ベ ル と ク リ ス マ ス ソ ン グ で シ ー ズ ン 恒 例 音 楽 会ハ ン ド ベ ル と ク リ ス マ ス ソ ン グ で シ ー ズ ン 恒 例 音 楽 会

　 昨 年 1
1
月 2
2
日 、 小 西 健 二 音 楽 堂 で 、

生 前 の 小 西 さ ん を し の ん で 追 悼 演 奏 会

が 開 か れ ま し た 。

　 同 建 物 、 付 属 の 家 具 、 ピ ア ノ 、 音 響

機 器 な ど の 寄 贈 を い た だ い た 小 西 さ ん

の 親 族 や 生 前 親 交 が あ っ た 友 人 ら 約 3
0

人 が 集 ま り ま し た 。

　 出 演 は Ａ Ｍ Ｐ 合 唱 団 3
3
人 （ 旭 川 音 楽

振 興 会 合 唱 団 、 高 木 武 さ ん 指 揮 ） 、 鷹

栖 町 在 住 の フ ル ー ト 奏 者 、 田 尻 淳 子 さ

ん 、 旭 川 市 内 の ピ ア ニ ス ト 、 村 井 佐 知

子 さ ん と い う 顔 ぶ れ 。 小 さ な 会 場 は 、

あ ふ れ る ほ ど い っ ぱ い に 埋 ま り ま し た 。

　 「 ぜ ひ 自 宅 で 演 奏 し て ほ し い 」 と い

う 生 前 の 小 西 さ ん の 要 望 が よ う や く 実

現 し ま し た 。

◇

　 昨 年 1
2
月 ７ 日 、 東 京 在 住 の ピ ア ニ ス

ト 、 久 元 祐 子 さ ん が 小 西 健 二 音 楽 堂 で

ミ ニ コ ン サ ー ト を 開 き ま し た 。

　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー で 開 い た コ ン

サ ー ト に 出 演 す る た め ２ 度 来 町 し た こ

と が あ り 、 以 前 来 町 し た 時 か ら 交 流 が

あ っ た ラ ト ビ ア 交 流 協 会 の 会 員 ら が 、

た ま た ま 観 光 の た め 富 良 野 を 訪 れ る こ

と を 聞 き 、 同 音 楽 堂 に オ ー ス ト リ ア ・

ベ ー ゼ ン ド ル フ ァ ー 社 製 の ピ ア ノ が あ

る こ と を 伝 え た と こ ろ 、 同 社 製 ピ ア ノ

を 所 有 し て い る と い う 久 元 さ ん が ミ ニ

演 奏 会 の 希 望 を 快 諾 し て 実 現 し ま し た 。

た っ ぷ り の 「 じ ゃ こ 入 り き ん ぴ ら 風 煮 」

「 白 菜 と ひ き 肉 の 重 ね 蒸 し 」 、 デ ザ ー

ト に は 、 り ん ご と 缶 入 り パ イ ナ ッ プ ル

を あ し ら っ た ヨ ー グ ル ト と い う ４ 品 。

　 普 段 料 理 を し 慣 れ て い な い 男 性 参 加

者 だ け に 、 実 習 で は 調 味 料 の 計 量 で も

お ぼ つ か な い 手 つ き の 方 も 。 出 来 上 が

っ た 料 理 を み ん な で 食 べ 「 う ま い ね え 」

と 味 付 け 具 合 を 確 か め ま し た 。

　 手 作 り 料 理 で 健 康 な 毎 日 を ― と 昨 年

1
2
月 ８ 日 、 食 生 活 改 善 協 議 会 が 男 性 高

齢 者 を 対 象 に し て 「 元 気 で 長 生 き ！ 

料 理 教 室 」 を 開 き ま し た 。

　 高 齢 者 学 級 ・ し ら か ば 学 級 と 男 性 介

護 者 の 会 「 ぼ だ い 樹 の 会 」 の 会 員 ９ 人

が 参 加 し ま し た 。

　 メ ニ ュ ー は ご 飯 と 具 だ く さ ん 味 噌 汁 、

た ん ぱ く 質 と 食 物 繊 維 、 カ ル シ ウ ム 分

　 昨 年 1
2
月 2
1
日 、 旭 川

大 学 保 健 福 祉 部 コ ミ ュ

ニ テ ィ 福 祉 学 科 の 学 生

が 第 三 地 区 に 住 ん で い

る 一 人 暮 ら し の お 年 寄

り 宅 1
0
軒 を 回 っ て ク リ

ス マ ス プ レ ゼ ン ト を 届

け ま し た 。

　 昨 年 同 地 区 で 地 域 福

祉 活 動 に 関 す る ゼ ミ 研

究 を し た 男 子 学 生

（ 1
9
） が 「 一 人 暮 ら し

の お 年 寄 り に ク リ ス マ ス ケ ー キ を 届 け

よ う 」 と 学 内 に 呼 び か け ま し た 。

　 6
0
年 間 米 作 り し て き た 森 田 貞 夫 さ ん

（ 8
4
） は 、 奥 さ ん の 清 子 さ ん （ 8
4
） が

４ 年 前 か ら 町 内 の 介 護

老 人 保 健 施 設 「 ひ だ ま

り の 里 」 に 入 所 し て い

ま す 。 学 生 た ち が 来 て

く れ る と 聞 き 、 わ ざ わ

ざ 清 涼 飲 料 水 を 用 意 し

て 待 っ て い て く れ ま し

た 。

　 ま っ 赤 な サ ン タ ク ロ

ー ス の 衣 装 を 着 た 学 生

４ 人 が 訪 れ 、 持 参 し た

ク リ ス マ ス ケ ー キ を プ

レ ゼ ン ト 。 昔 話 に 耳 を 傾 け ま し た 。

　 「 思 っ て い た 以 上 に 喜 ん で く れ た 。

自 分 た ち も 楽 し め ま し た 。 こ れ か ら も

こ ん な 活 動 を し て い き た い 」 。

彫 刻 家 、 安 田 侃 氏 が 来 町 講 演彫 刻 家 、 安 田 侃 氏 が 来 町 講 演

男 性 参 加 者 こ ん 身 の 一 品 に 「 う ま い ！ 」 と 舌 鼓男 性 参 加 者 こ ん 身 の 一 品 に 「 う ま い ！ 」 と 舌 鼓
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第
１
回
・
第
４
回
製
作
者

大
門
　
巖
さ
ん（
56
歳
）

「
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
・
バ
ウ
工
房
」代
表
。旭
川
工
芸
デ
ザ
イ
ン
協

会
員
。

留
萌
管
内
秩
父
別
町
出
身
。道
立
旭
川
高
等
職
業
訓
練
校
木
工

学
科
卒
。1
98
8（
昭
和
63
）年
、東
川
町
に
バ
ウ
工
房
開
設
。第

21
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
第
3位
（
19
73（
同
43
）年
、西
ド
イ
ツ

（
当
時
）ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）、
北
国
の
手
作
り
大
賞・
大
賞
受
賞（
19
86

（
同
61
）年
）な
ど
入
選
多
数
。「
１
㎡
 G
LE
IC
H
 m
ax
展
」<
ウ
ッ

ド
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
>招
待
出
品（
20
04
）、
ド
イ
ツ・
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ａ
美
術
館（
ヘ
ル
ホ
ル
ト
市
）の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な

る
。第
１
回「
君
の
椅
子
」作
品
が
北
海
道
立
旭
川
美
術
館
に
収

蔵
。

第
２
回
製
作
者

宮
地
　
鎮
雄
さ
ん（
49
歳
）

「
工
房
 
宮
地
」代
表
。旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院
時
間
講
師
、旭

川
家
具
協
同
組
合
組
合
員
。

愛
知
県
日
間
島
出
身
。東
京
工
芸
大
学
工
学
部
写
真
工
学
科
卒
。

道
立
旭
川
職
業
訓
練
校
木
工
科
卒
。㈱
匠
工
芸（
東
神
楽
町
）を

経
て
19
91（
平
成
3）
年
、「
工
房
 宮
地
」開
設
。（
社
）日
本
ク
ラ
フ

ト
デ
ザ
イ
ン
協
会
主
催
の「
日
本
ク
ラ
フト
展
」入
選（
19
93（
同
5）

年
）な
ど
入
選
多
数
。パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
闘
病
中
だ
っ
た
作
家・

故
三
浦
綾
子
さ
ん
の
椅
子
を
製
作（
19
95（
同
7）
年
）。
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
患
者
用
椅
子
の
製
作
を
開
始
、通
産
省
グ
ッド
デ
ザ
イ
ン

賞（
19
97（
同
9）
年
）。
第
2回
「
君
の
椅
子
」作
品
が
北
海
道
立

旭
川
美
術
館
に
収
蔵
。

第
３
回
製
作
者

向
坊
　
明
さ
ん（
55
歳
）

「
む
う
工
房
」代
表
。旭
川
工
房
家
具
の
会
会
長
、旭
川
工
芸
デ

ザ
イ
ン
協
会
員
、地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
旭
川
ク

ラ
フ
ト
協
議
会
所
属
。

福
岡
市
北
九
州
市
出
身
。早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
。飛
騨
国

際
工
芸
学
園
木
工
科
卒
業
。1
99
2（
平
成
４
）年
、む
う
工
房
開

設
。「
北
の
生
活
産
業
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」大
賞
、グ
ッド
デ
ザ
イ
ン

賞（
と
も
に
19
99（
平
成
11
）年
）な
ど
入
選
多
数
。東
京
新
宿
リ

ビ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー「
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
工
房
家
具
ギ
ャ
ラリ
ー
匠

の
杜
」に
常
設
展
示
。第
3回
「
君
の
椅
子
」作
品
が
道
立
旭
川
美

術
館
に
収
蔵
。

第
４
回
製
作
者

大
門
　
和
真
さ
ん（
30
歳
）

旭
川
市
出
身
。旭
川
歯
科
学
院
専
門
学
校
卒（
20
00（
平
成
14
）

年
）。
札
幌
市
内
で
歯
科
技
工
士
勤
務
を
経
て
、2
00
4（
同
16
）年

帰
郷
。バ
ウ
工
房
入
社
。2
00
6（
同
18
）、
20
07（
同
19
）年
、朝
日

現
代
ク
ラ
フト
展
入
選
。旭
川
市
と
周
辺
町
で
活
動
す
る
若
手
ア

ー
ティ
スト
ユ
ニ
ット
・ミ
ク
ル（
事
務
局・
北
嶺
工
匠（
旭
川
））
の
グ

ル
ー
プ
展
に
参
加
。

町 長 　 ち ょ っ と 聞 い て み た い な 、

と い つ も 関 心 を 持 っ て い た こ と

が あ る ん で す 。 大 門 巌 さ ん 以 外

は 、 人 生 の ス タ ー ト に 木 工 を 志

し て い な い で す よ ね 。 そ も そ も

な ぜ 職 業 と し て 木 工 を 選 び 、 ど

う し て 東 川 を 選 ん だ の か 、 と ね 。

大 門 　 独 立 す る 前 に 勤 め て い た

会 社 が 東 川 で 、 そ の 会 社 に パ ー

ト 勤 め で 来 て い た 方 か ら 借 り て

い た 場 所 が 今 い る 所 な ん で す 。

そ の 方 が 本 州 の 息 子 さ ん の 所 に

引 っ 越 す と い う の で 譲 っ て い た

だ い て 。

向 坊 　 最 初 は 脱 サ ラ だ っ た ん で

に 行 っ て 。

　 そ の こ ろ 、 織 田 先 生 （ 織 田 憲

嗣 氏 ＝ 東 海 大 旭 川 キ ャ ン パ ス 暮

ら し デ ザ イ ン 学 科 教 授 ） が 高 山

に チ ェ ア ー ズ ・ ギ ャ ラ リ ー を 造

り た い 、 と し ょ っ ち ゅ う 言 っ て

い た ん で す 。 講 演 も よ く あ っ た

の で 、 椅 子 に 魅 入 ら れ て い っ た

ん で す 。 そ れ で 椅 子 を 作 る よ う

に な り ま し た 。

大 門 　 最 初 勤 め た の が 旭 川 市 内

す 。 勤 め を 辞 め て 飛 騨 ・ 高 山 に

行 っ て 。 た ま た ま 本 で 知 っ た

「 オ ー ク ヴ ィ レ ッ ジ 」 と い う 木

工 集 団 を 訪 問 し 、 そ こ に 専 門 学

校 が あ っ た の で 勉 強 を 始 め た と

い う わ け で す 。 「 ど こ で 仕 事 を

し よ う か 」 と 場 所 を 探 す の に 北

海 道 を 旅 行 し た ら 、 家 族 が 気 に

入 っ て 。 「 広 い 場 所 だ し 、 い い

よ ね 」 っ て 。 魅 力 は 、 そ れ は も

う 自 然 で す よ ね 。 表 か ら 大 雪 山

が 見 え る 。 そ れ が 大 き い で す ね 。

（ 大 門 ） 和 真 　 専 門 学 校 で 歯 科

技 工 士 の 勉 強 を し て い る こ ろ か

ら 、 家 具 と か も の づ く り を し て

み た い 、 と い う 思 い は あ っ た ん

で す 。 き っ か け が あ っ て 、 父 の

と こ ろ で 働 く こ と に な り ま し た 。

自 然 に 囲 ま れ た 良 い 環 境 で の び

の び と 仕 事 も で き る し 、 子 供 も

良 い 環 境 で 育 て る こ と が で き る

の で 。
宮 地 　 大 学 時 代 、 最 初 の 夏 休 み

の 注 文 家 具 屋 さ ん 。 そ こ は 一 品

も の 製 作 ば か り で し た 。 そ こ が

長 い ん で す 。 東 川 の 会 社 に 移 っ

た 時 は 、 量 産 で し た 。 そ こ で 特

注 で 一 品 作 業 と 、 量 産 の 流 れ 作

業 と 両 方 の 仕 事 を 身 に つ け た ん

で す 。
和 真 　 小 さ い 時 に 遊 ん で い た お

も ち ゃ 、 テ ー ブ ル 、 家 具 、 キ ャ

ビ ネ ッ ト と か 、 父 が 作 っ た も の

が 自 然 と あ っ て 、 そ れ に 触 れ て

で 北 海 道 に 来 て 、 休 み の た び に

北 海 道 に 通 っ て い た ん で す 。 学

生 が た く さ ん 本 州 か ら 来 て い る

の で 仲 間 が で き る 。 仲 間 に 会 う

た め に 何 度 も 通 っ て い る う ち

「 北 海 道 に 住 み た い 」 と 思 う よ

う に な り ま し た 。

　 大 学 が 写 真 の 関 係 だ っ た の で 、

最 初 は 札 幌 市 内 の カ メ ラ 店 に 就

職 し ま し た 。 最 終 的 に は 自 立 し

た い と い う 気 持 ち が あ っ た も の

で す か ら 、 ど ん な 道 が あ る か 探

っ て い る う ち 、 旭 川 の 職 業 訓 練

校 の 木 工 科 で 勉 強 が で き る と 。

そ こ で 勉 強 し て 匠 工 芸 に 就 職 し 、

今 に つ な が っ て い る ん で す 。

　
向 坊 　 私 は 北 九 州 出 身 で 、 北 海

道 は 36 、 37 歳 ま で 来 た こ と が な

か っ た 。 そ し て 来 て み て び っ く

り し た ん で す 。 す ご く い い 場 所

だ な 、 と 。 南 の 地 方 の 雰 囲 気 と

全 然 違 う 。 植 生 も 山 の つ く り も 、

部 屋 の 広 さ も 違 う 。 東 京 の 人 が

魅 せ ら れ る こ と と 同 じ で す ね 。

い て 、 じ い ち ゃ ん も そ う で す が 、

彫 り も の を し た り 、 か ん な を 使

っ た り と い う 仕 事 に 携 わ っ て い

る 人 が ま わ り に 近 か っ た 。 で す

か ら 、 以 前 か ら な ん と な く や り

た か っ た と い う か 、 馴 染 み が あ

っ て … 。

町 長 　 家 具 を 作 る わ け で す よ ね 。

家 具 と い っ て も 、 椅 子 か ら テ ー

ブ ル か ら い ろ い ろ な も の が あ り

ま す 。 し か し 皆 さ ん 椅 子 に こ だ

　 僕 は 土 木 工 事 の 研 究 機 関 に い

て 、 ず っ と 都 会 勤 め し て い た の

で 、 忠 別 と か 砂 防 ダ ム と い う 名

前 だ け は 知 っ て い た ん で す 。

　 来 て み る と 「 い い 場 所 だ な 」

「 あ ぁ 、 こ う い う と こ ろ に あ る

ん だ 」 と 。 そ の 時 「 こ う い う 自

然 に 人 間 が あ ま り 手 を つ け る の

は よ く な い ん じ ゃ な い か 」 と 思

う よ う に な っ た 。 そ れ で そ の 法

人 自 体 を 辞 め た く な っ た 。 だ か

ら 最 初 に 脱 サ ラ あ り き だ っ た 。

　 大 き な 工 事 は 見 て き た の で 、

物 を 作 っ て 生 活 す る 、 道 具 を 作

っ て 畑 を 耕 す 、 と 自 分 の 生 活 に

身 近 な 中 で 完 結 で き る も の 、 と

い う 発 想 に い っ ち ゃ っ た ん で す 。

そ う な る と 「 道 具 を 使 え な い と

だ め だ 」 と 。

　 家 を 建 て る に し て も 何 に し て

も 、 木 工 技 術 と か 、 さ ま ざ ま な

技 術 の 積 み 重 ね や 歴 史 が あ っ て

成 り 立 っ て い ま す か ら 、 最 初 は

生 活 道 具 を 作 る こ と が 出 来 る よ

う に 、 と い う 感 覚 で 高 山 の 学 校

わ っ て い ま す ね 。

向 坊 　 最 初 は 高 山 で 漆 塗 り の 和

風 キ ャ ビ ネ ッ ト を 作 っ て い た ん

で す 。 こ こ 20 年 く ら い の 間 に 椅

子 の 注 文 が 多 く な り 、 自 然 と 椅

子 に 流 れ て き た 。 自 分 で 使 い た

い も の を 、 と い う の も あ っ て 、

椅 子 に の め り こ ん で い ま す 。 特

に ひ も 椅 子 を ず っ と や っ て き た

ん で 、 こ れ か ら 抜 け 出 せ な く な

っ た 。

新 春 懇 談 会新 春 懇 談 会新 春 懇 談 会
　 新 た な 年 が 幕 を 明 け ま し た 。 今 年 は 新 町 づ く り ５ カ 年 の 「 プ ラ イ ム タ

ウ ン づ く り 計 画 21 ̶ １ 」 が ス タ ー ト し ま す 。 そ こ で 、 こ れ か ら の 時 代 を

担 う ３ 人 の 方 に お 集 ま り い た だ き 、 町 長 と 一 緒 に 町 づ く り に 向 け た そ れ

ぞ れ の 思 い を 語 っ て い た だ き ま し た 。

　 明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 今 年 は 子 供 た ち 一 人 ひ と り に 、 人 生 で 一 つ だ け の 「 君 の

椅 子 」 プ レ ゼ ン ト が 東 川 で 生 ま れ て 5 年 目 の 年 を 迎 え ま す 。 取 り 組 み は 、 木 工 の 町 ・ 東 川 を

代 表 す る プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 町 内 の 家 具 業 界 に 「 キ ッ ズ コ レ ク シ ョ ン 」 と い う 新 た な 取 り

組 み も 生 み ま し た 。 「 君 の 椅 子 」 プ ロ ジ ェ ク ト が 生 ん だ 新 た な 流 れ は 、 こ れ か ら ど う 発 展 す

る で し ょ う か 。 歴 代 製 作 者 に 一 堂 に 集 ま っ て も ら い 夢 を 語 っ て も ら い ま し た 。

聞
き
手・
総
合
進
行
/町
長
 松
岡
市
郎
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新
春
懇
談
会

新
春
懇
談
会

新
春
懇
談
会

「
今
、
生
き
生
き
と
」
は
休
載
し
ま
す
。

宮 地 　 勤 め て い た 時 、 帝 国 ホ テ

ル の ダ イ ニ ン グ の 特 注 椅 子 、 多

分 12 脚 く ら い の 注 文 だ っ た と 思

う ん で す け ど 、 最 初 に 任 せ ら れ

た 仕 事 だ っ た ん で す 。 工 場 長 に

ア ド バ イ ス を も ら い な が ら 、 な

ん と か 形 に し て 納 ま っ た 。 そ れ

が 自 分 の 中 で す ご く 自 信 に も な

り 、 会 社 の 中 で 信 頼 も 得 ら れ た

と い う こ と が あ っ た 。

　 そ の 時 か ら 箱 も の よ り も 椅 子

が 好 き に な っ た ん で す 。

大 門 　 独 立 し て か ら は 箱 も の が

中 心 だ っ た 。 椅 子 っ て す ご く 難

し い ん で す 。 箱 も の は 正 面 、 側

面 、 後 ろ が あ る け れ ど 、 椅 子 の

場 合 は ぐ る り 見 え る 。 だ か ら 全

部 正 面 、 と い う よ う な と こ ろ が

あ っ て 大 変 な ん で す け れ ど 、 出

来 た 時 に す ご く 楽 し い ん で す よ

ね 。 実 際 に 自 分 で 座 っ て … 。 椅

子 は 体 の 一 部 の よ う な そ ん な 特

別 な 家 具 で す ね 。

和 真 　 僕 は 皆 さ ん み た い に 個 性

で 素 晴 ら し い の は 、 脚 数 も そ う

で す け ど 、 割 と 北 欧 に 特 化 し て

い る と い う こ と も あ る ん で す 。

一 番 有 名 な の は ハ ン ス ・ ウ ェ グ

ナ ー と い う デ ン マ ー ク の デ ザ イ

ナ ー さ ん で す け ど 、 そ う い う 人

の も の を 有 名 な 椅 子 に な る ま で

の 過 程 も ず っ と 順 番 に 資 料 と し

て つ け て あ る 。 で す か ら ひ と つ

の 椅 子 に 対 す る 造 詣 の 深 さ っ て

い う の も 素 晴 ら し い で す し 、 い

ろ ん な デ ザ イ ナ ー そ れ ぞ れ に 、

集 大 成 の 椅 子 が で き る ま で の 物

語 も 素 晴 ら し い 。

町 長 　 今 、 町 の 中 心 が シ ャ ッ タ

ー 化 し て い る と い う こ と も あ っ

て 、 例 え ば 常 設 展 示 場 が で き る

と 、 立 ち 寄 っ て 見 て い く よ う な

ス ポ ッ ト に な る 可 能 性 は あ り ま

す で し ょ う か 。

宮 地 　 私 も そ う い う こ と を 思 っ

て た 時 が あ っ た ん で す 。 小 学 校

の 移 築 問 題 が あ っ て 、 小 学 校 が

な く な っ た ら 、 あ そ こ の 建 物 、

的 な 椅 子 を 作 れ る よ う に 目 指 し

て い る と こ ろ で す 。

町 長 　 磯 田 先 生 （ 旭 川 大 学 、 磯

田 憲 一 教 授 ） 、 あ る い は ゼ ミ の

発 想 に な る ん で し ょ う か 。 「 あ

な た の 居 場 所 は こ こ で す よ 」 と

い う 発 想 か ら 「 君 の 椅 子 」 と い

う 事 業 を 始 め ま し た が 、 私 は

「 素 晴 ら し い こ と を や っ た な あ 」

と 思 っ て い る ん で す 。

大 門 　 君 の 椅 子 を 東 川 町 で や る

と 聞 い た 時 に 、 作 る 機 会 は な い

と は 思 い な が ら も 「 も し 話 が あ

れ ば や り た い な 」 と い う 思 い が

あ り ま し た 。 た ま た ま や る こ と

に な っ て 、 今 思 う と 本 当 に す ご

い プ ロ ジ ェ ク ト に 係 わ ら せ て い

た だ い た 、 そ ん な 思 い が あ り ま

す 。
宮 地 　 大 門 さ ん が 1 年 目 や ら れ

て 「 す ご い こ と が 始 ま っ た な 」

と 全 然 他 人 事 だ っ た ん で す 。 そ

し た ら 、 札 幌 の デ ザ イ ナ ー の 伊

藤 千 織 さ ん か ら 電 話 が

あ っ て 、 私 に 作 っ て く

れ な い か と 言 わ れ て … 。

そ れ が き っ か け で し た 。

　 伊 藤 千 織 さ ん の 父 、

土 地 を ど う す る ん だ ろ

う と 考 え た 時 、 私 の 持

っ て る 知 識 の 中 で 「 あ

っ 、 織 田 コ レ ク シ ョ ン

を 中 核 に 置 い て 、 木 工

体 験 教 室 が あ っ た り 、 君 の 椅 子

を 作 る 工 場 が あ っ た り 、 大 人 の

木 工 教 室 、 そ し て 観 光 も で き る

な 」 と 。

　 中 心 シ ン ボ ル と し て 織 田 コ レ

ク シ ョ ン が あ り 、 そ の 中 に 椅 子 、

木 工 に 関 す る 工 場 、 体 験 の 場 所

が あ っ た ら い い で す よ ね 。 た だ

見 せ る だ け の 美 術 館 と し て 置 い

た の で は 続 か な い 。 例 え ば 、 織

田 さ ん の 持 っ て い る モ デ ル の 修

復 や 、 復 刻 版 を 作 る と か 、 一 般

の 人 も そ う い う も の に 触 れ る 、

似 た よ う な も の を 作 っ て み る と

い う 体 験 的 な も の が で き る も の

に す れ ば い い と 思 い ま す 。

向 坊 　 た だ 見 せ る だ け じ ゃ な く 、

学 ぼ う と す る デ ザ イ ナ ー の 卵 と

か 、 そ う い う 子 た ち が 勉 強 で き

る ス ペ ー ス も あ る 、 そ う い う 広

い も の が ほ し い と 。

町 長 　 織 田 さ ん に さ ら に 提 案 も

い た だ い た ん で す 。 バ ー ド ハ ウ

ス だ っ た か な ？

伊 藤 隆 一 先 生 は 、 北 海 道 デ ザ イ

ン コ ン ペ の 審 査 委 員 長 で 、 私 は

す ご く お 世 話 に な っ て い た ん で

す け れ ど 、 そ の 娘 さ ん の 依 頼 な

ら 、 ま ず は 断 れ な い な 、 と い う

の が 最 初 で し た 。

向 坊 　 僕 も 「 宮 地 さ ん が 大 門 さ

ん の 後 に 良 い 仕 事 し て る な 」 と

思 っ て い ま し た 。 宮 地 さ ん の 時

に は 個 数 が か な り 多 く な っ て い

て 「 大 変 で し た ね 」 と 、 他 人 事

の よ う に 言 っ て い た も の で す 。

と こ ろ が 電 話 か か っ て き て 。

「 僕 で も い い ん で し ょ う か ね 」

っ て 感 じ で 。 で も 、 こ こ で 断 っ

た ら 宮 地 さ ん の 顔 を つ ぶ し て し

ま う 、 と （ 笑 ） 。

町 長 　 自 然 と 決 ま っ て し ま っ た

よ う な 感 じ に な っ た わ け で す ね 。

そ し て 第 4 番 目 へ と い く ん で す

け ど も 。

和 真 　 も う 来 る こ と は な い と 思

っ て い ま し た 。 そ の 時 に 世 代 を

ま た い で 親 子 で 製 作 し た ら ど う

だ ろ う と い う 話 が 出 て 「 参 加 さ

せ て い た だ け る ん で す か ？ 」 と

い う 感 じ で 加 わ ら せ て も ら い ま

し た 。
宮 地 　 バ ー ド ハ ウ ス は す ご く お

も し ろ い 。 織 田 さ ん に バ ー ド ハ

ウ ス っ て お も し ろ い ん だ よ っ て

言 わ れ て 、 ち ょ っ と ネ ッ ト で 調

べ て み た ら 、 世 界 中 あ ら ゆ る と

こ ろ で い ろ ん な も の が あ っ て 、

有 名 な デ ザ イ ナ ー さ ん も 作 っ て

る ん で す ね 。 そ う い う 世 界 が ま

た ひ と つ あ る ん で す 。

町 長 　 そ の バ ー ド ハ ウ ス で 鳥 が

巣 を 作 っ て 子 供 が 生 ま れ て 出 て

行 く と 。

宮 地 　 そ れ が コ レ ク シ ョ ン と し

て 存 在 し て い る ん で す 。 大 人 の

コ レ ク シ ョ ン で す 。 バ ー ド ハ ウ

ス の 作 家 も い る し 、 す ご い 値 段

で 落 札 さ れ る 世 界 も あ る よ う で

す 。
　 話 は 変 わ る か も し れ ま せ ん が 、

子 ど も の た め の 椅 子 が あ れ ば 、

お 年 寄 り の た め の 椅 子 も あ る と

思 う ん で す 。 た ま た ま 三 浦 綾 子

さ ん の 椅 子 を 造 っ て 以 来 、 パ ー

キ ン ソ ン 病 の 患 者 さ ん 用 の 椅 子

を 造 る よ う に な っ て い ま す が 、

そ の 方 専 用 で 作 る ん で す 。 そ れ

ぞ れ の 方 に 合 わ せ て 作 る 。 こ れ

は パ ー ソ ナ ル チ ェ ア と い う も の

の 究 極 な の か な と 。

町 長 　 先 ほ ど 織 田 さ ん の 話 が 出

ま し た け れ ど も 、 織 田 さ ん は 千

２ ０ ０ 脚 以 上 の 椅 子 を コ レ ク シ

ョ ン さ れ て る と い う お 話 で す ね 。

僕 は 織 田 コ レ ク シ ョ ン を 東 川 に

展 示 し て み た ら と 思 う ん で す が 、

ど う で し ょ う か 。

向 坊 　 ご 存 知 だ と 思 う ん で す け

れ ど 、 10 年 く ら い 前 、 国 際 コ ン

ペ の 時 に 、 文 化 ギ ャ ラ リ ー で 織

田 コ レ ク シ ョ ン を 展 示 し た ん で

す 。 そ の 時 、 こ こ に 収 蔵 し て ず

っ と 置 く と 良 い な 、 と は 思 っ て

い ま し た 。

町 長 　 織 田 教 授 は 「 椅 子 と い う

の は 2 つ の 意 味 が あ っ て 、 居 場

所 と 、 職 業 、 地 位 を 表 し て い る 」

と い う 話 を し て い ま し た 。 知 名

度 の 高 い 人 が 座 っ て い た よ う な

椅 子 も あ る ん で す か ？

向 坊 　 椅 子 は い ろ い ろ な 用 途 が

あ る ん で す 。 ダ イ ニ ン グ で あ っ

た り 、 リ ビ ン グ で あ っ た り 、 お

客 さ ん を た だ 迎 え る だ け の 椅 子

と か 。 そ れ が 織 田 コ レ ク シ ョ ン

の 中 に は 豊 富 に あ る 。

宮 地 　 織 田 先 生 の コ レ ク シ ョ ン

　 こ れ か ら 高 齢 化 社 会 に な れ ば 、

椅 子 と ベ ッ ド の 生 活 に な ら ざ る

を 得 な い で す ね 。 そ れ ぞ れ に 合

う よ う な 椅 子 が 、 そ れ ぞ れ の 方

に 必 要 に な っ て く る だ ろ う な と

思 い ま す 。

　 例 え ば 、 何 歳 に な っ た ら そ の

人 専 用 の 椅 子 を あ げ る よ と か 、

生 ま れ た 時 か ら 墓 場 ま で で す か 、

そ ん な 椅 子 文 化 の 発 信 が あ っ て

も い い ん じ ゃ な い か な っ て 思 う

ん で す ね 。

町 長 　 椅 子 と い う の は 最 初 の 居

場 所 で あ っ て 、 そ し て そ の 椅 子

が あ る 限 り 、 家 族 の 輪 、 絆 が あ

る よ う な 、 そ ん な 感 じ が す る ん

で す 。 椅 子 と い う も の は そ う い

う 意 味 で 大 切 な も の だ と い う こ

と を 住 民 の 皆 さ ん に 、 多 く の 皆

さ ん に 知 っ て い た だ き た い 。 君

の 椅 子 と い う の は ま さ に 素 晴 ら

し い 事 業 だ と 思 っ て い ま す し 、

い ろ い ろ な 機 会 で ご 協 力 い た だ

け れ ば あ り が た い な と 思 っ て ま

す 。 町 の 中 の ど こ か に 皆 さ ん の

椅 子 が あ っ て 、 ふ っ と 座 れ る よ

う な 町 づ く り が で き た ら お も し

ろ い な と 思 い ま す 。 よ ろ し く お

願 い い た し ま す 。 お 忙 し い と こ

ろ あ り が と う ご ざ い ま し た 。 19
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今
年
は
3
月
31
日
を
も
っ
て
過
疎
地
域

自
立
支
援
法
が
期
限
切
れ
と
な
る
。
今
、

国
で
は
継
続
に
向
け
て
議
員
立
法
で
の
継

続
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
は
平
成
12
年
に
お
い
て
過
去

35
年
間
の
人
口
減
少
率
が
25
%
以
上
で
あ

る
市
町
村
を
対
象
と
し
て
、
一
定
以
上
の

高
齢
化
率
、
一
定
以
下
の
財
政
力
指
数
な

ど
を
基
準
と
し
て
国
が
指
定
し
、
手
厚
い

支
援
に
よ
り
自
立
を
促
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
本
町
は
基
準
と
な
る
指
数
を
わ
ず

か
に
超
え
る
か
下
回
っ
て
い
た
た
め
、
こ

の
指
定
か
ら
外
れ
て
20
年
が
経
過
す
る
。

　

手
厚
い
支
援
と
書
い
た
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
簡
単
に
例
え
れ
ば
次
の
よ
う

な
こ
と
に
な
る
。

　

例
え
ば
商
品
A
の
価
格
が
１
千
円
と
す

る
と
、
過
疎
指
定
の
市
町
村
は
国
の
支
援

を
受
け
て
３
３
４
円
で
購
入
で
き
る
と
い

う
も
の
。
本
町
の
よ
う
な
非
過
疎
指
定
の

場
合
は
支
援
が
な
く
、
１
千
円
で
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

過
疎
地
域
に
対
す
る
特
別
支
援
が
行
わ

れ
て
30
年
間
が
経
過
す
る
。
本
町
に
は
20

年
間
こ
の
過
疎
支
援
が
な
か
っ
た
。
し
か

し
先
人
は
知
恵
を
出
し
、
倹
約
し
て
頑
張

っ
て
き
た
。
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

「
過
疎
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
が
良
く

な
い
し
、
未
来
性
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
都

市
で
暮
ら
し
た
人
々
の
中
に
は
「
疎
」
を

求
め
て
農
村
地
域
に
定
住
す
る
人
も
多
い
。

適
当
に
疎
が
存
在
す
る
「
適
疎
」
が
農
村

の
魅
力
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
人
口
が
急
激

に
増
え
て
過
疎
を
解
消
で
き
る
可
能
性
は

少
な
く
、
過
疎
の
解
消
は
不
可
能
に
近
い
。

だ
か
ら
疎
に
価
値
を
見
出
す
「
適
疎
」
と

呼
び
変
え
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

上
川
管
内
中
央
部
に
は
８
町
あ
る
が
、

過
疎
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
の
は
本
町

と
東
神
楽
町
だ
け
で
あ
る
。
人
々
の
目
線

で
過
疎
地
と
公
平
に
町
を
比
べ
て
み
る
と
、

ア
、
市
街
地
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
旭
川
市

　
　

を
含
め
て
、
担
い
手
が
な
く
シ
ャ
ッ

　
　

タ
ー
化
し
て
い
る
。
か
え
っ
て
、
過

　
　

疎
町
の
市
街
地
の
方
が
美
し
く
、
活

　
　

性
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

イ
、
農
村
地
域
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
日
本

　
　

の
基
礎
産
業
＝
農
業
を
担
う
後
継
者
、

　
　

担
い
手
が
不
足
し
、
高
齢
化
経
営
が

　
　

進
行
し
て
い
る
。
過
疎
、
非
過
疎
を

　
　

問
わ
ず
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
の
も
の
を
１
つ
の

小
さ
な
町
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
旭
川
市
と
連
携
し
、
安
心
・
安

全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
適
疎
」
で

自
立
し
、
持
続
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
「
適
疎
化
」
を
目
指
す
地
域

に
対
し
て
、
国
の
思
い
切
っ
た
支
援
に
よ

っ
て
担
い
手
が
確
保
さ
れ
る
過
疎
法
に
代

わ
る
施
策
の
展
開
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

新
政
権
の
勇
断
に
期
待
し
た
い
。

Nico Nico ニコールNico Nico ニコール
　雪と氷の大地から来たカナダ人の私ですが、ビーチと熱帯
性気候が大好きです。8歳の時、父がハワイ・カウアイに家
を買ったからです。恵まれた私はハワイの太陽とサーフィン、
カナダの山と雪、という地球の両側をたん能することになり
ました。それ以来サーフィンに夢中です。

　寒いカナダの大学で一冬を過ごして「さあ、次は暖かいと
ころに行こう」と思いました。調べたら、オーストラリアな
らサーフィン科学が学べると知り、西オーストラリアのマー
ガレット・リバーへと向かいました。

　オーストラリアという国は、私にとってこれからもずっと
大きな存在です。ビーチの壮観なことは地球一で、波も力強
くて楽しい。ここで私は気象学、海洋学、海岸管理、イベン
ト運営などを学びました。海岸にある小屋に住み、波の音で
目覚める日々。美しいぶどう園でも働きました。天国のよう
でした。オーストラリア人は騒々しくて陽気。発音はおかし
いし、ユーモアのセンスにも慣れるのには時間がかかりまし
た。でもいったん慣れるとその文化に引き込まれ、最後には
一生ここにいたい、と思うほどでした。

　環境について学ぶことも多く、私たちの住むこの地球がい
かに危ういか気づかされました。オーストラリアで過ごした
おかげで、今あるものを大切にすることも学びました。自分
だけでなく、将来、自分の子孫がこのきれいな海でサーフィ
ンができるように気をつけていく必要があると思います。

オーストラリアの表現を学びましょう！
（訳：宮地晶子）

Nico Nico ニコール

夜
の
明
け
ぬ
朝
は
な
け
れ
ど
現
し
世
に
癒
え
ぬ
病
の
し
が
ら
み
か
な
し

婿
よ
り
の
送
り
も
の
な
り
マ
ン
ゴ
ー
の
食
べ
方
戸
惑
う
大
正
生
ま
れ
は

何
事
の
な
き
が
倖
せ
ひ
と
日
暮
れ
折
り
鶴
一
羽
丹
念
に
折
る

名
残
り
気
に
炎
ゆ
る
紅
葉
苔
の
上
に
襤
褸
と
な
り
て
吹
き
溜
ま
り
を
り

霜
月
は
母
の
祥
月
命
日
で
姉
妹
と
詣
で
て
母
を
語
り
ぬ

人
生
の
終
着
駅
も
遠
か
ら
む
思
ひ
出
た
ぐ
り
心
あ
そ
ば
す

紅
葉
の
彩
な
す
山
は
今
は
無
く
大
雪
連
峰
雪
で
真
白

足
痛
む
子
犬
を
連
れ
て
散
歩
す
る
わ
れ
も
い
た
め
ば
慰
め
あ
ゆ
む

因
と
果
の
理
り
知
る
ゆ
え
こ
こ
ろ
し
て
日
々
過
ご
さ
む
と
深
く
息
吸
ふ

語
り
合
う
夢
の
あ
と
さ
き
去
年
今
年

御
降
や
か
り
そ
め
包
む
め
で
た
さ
よ

生
き
克
ち
し
喜
寿
を
伴
い
初
御
空

裸
木
の
森
に
も
つ
れ
る
初
日
か
な

境
内
に
筝
曲
な
が
れ
て
初
詣

吾
の
背
丈
越
え
た
る
孫
に
お
年
玉

う
す
紅
と
半
襟
替
え
て
女
正
月

元
旦
や
古
希
は
暦
の
う
え
の
こ
と

一
系
の
う
け
つ
ぐ
雑
煮
朝
の
膳

す
こ
や
か
を
謝
し
て
目
出
た
き
雑
煮
か
な

年
明
け
て
昨
日
と
違
う
顔
に
見
え

酒
蔵
の
目
覚
め
る
頃
や
初
鴉

初
詣
拝
殿
へ
列
続
き
け
り

中　

田　

治　

子

松　

倉　

和　

子

宮　

坂　

敬　

子

矢　

沢　

ま
す
え

岡　

澤　

チ
ズ
子

永　

江　

栄　

子

笹　

田　

冨
士
子

清　

水　

チ　

ヨ

瓜　

生　

昭　

枝

小　

林　

露　

葉

青　

野　

公　

花

杉
山　

ひ
ろ
の
り

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

山　

口　

佐
知
子

高　

瀬　
　
　

潤

石　

澤　

清　

宏

澤　

田　

久
美
子

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

秋　

山　

深　

雪

長
谷
川　

き
み
ゑ

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

過
疎
法
の
見
直
し
に
期
待

短　
歌

俳　
句
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そ
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Nico Nico ニコールNico Nico ニコール

生
徒
「
先
生
、
ワ
ー
ク
」
。

先
生
「
ワ
ー
ク
が
ど
う
し
た

の
？
」
。

生
徒
「
ワ
ー
ク
出
し
に
来
ま
し

た
」
。

先
生
「
は
い
、
よ
ろ
し
い
」
。

　

中
学
校
の
職
員
室
で
は
こ
ん

な
や
り
と
り
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

で
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
で
言
語
力
の
低

下
を
取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

番
組
の
冒
頭
は
面
接
試
験
を
受

け
る
若
者
の
映
像
で
す
。
そ
の

若
者
は
、
準
備
し
た
答
え
な
ら

ば
す
ら
す
ら
言
え
る
の
で
す
が
、

想
定
外
の
質
問
に
は
ま
っ
た
く

答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
サ
ッ

カ
ー
界
で
も
言
語
力
低
下
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

し
か
も
そ
れ
が
２
０
０
６
年
W

杯
の
敗
因
だ
と
い
う
の
で
す
。

Ｊ
Ｆ
Ａ
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
こ
の
反
省
か

ら
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
育
成
す

る
た
め
「
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
技
術
」
を
学
ば
せ
よ
う
と
、

道
案
内
な
ど
の
授
業
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

日
本
人
は
も
と
も
と
、
言
葉

に
出
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。
加

え
て
コ
ン
ビ
ニ
、
携
帯
メ
ー
ル

の
普
及
で
、
単
語
だ
け
で
事
足

り
る
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ほ
ど
意
識
し
て
い
な
い
と
、

自
分
の
考
え
を
口
に
す
る
機
会

は
減
る
ば
か
り
で
す
。

　

最
近
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん

も
大
事
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら

は
自
分
で
考
え
、
そ
れ
を
伝
え

る
力
が
必
要
」
と
い
う
講
演
を

聴
き
ま
し
た
。

　

家
庭
で
も
出
来
る
こ
と
と
し

て
、
単
語
だ
け
で
済
ま
そ
う
と

す
る
子
供
の
言
葉
を
受
け
て
文

章
で
返
事
を
す
る
こ
と
（
ま
さ

に
中
学
校
で
先
生
方
が
や
っ
て

い
る
こ
と
）
、
小
さ
い
子
に
読

み
聞
か
せ
を
し
続
け
る
こ
と
が

必
要
だ
そ
う
で
す
。
10
年
後
に

は
単
語
力
が
倍
に
な
り
、
理
論

的
に
語
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
こ
は
一
つ
、

お
父
さ
ん
も
子
供
の
手
前
「
メ

シ
」
「
風
呂
」
「
寝
る
」
は
止

め
て
、
お
母
さ
ん
と
会
話
し
ま

し
ょ
う
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第67回

言葉を使って伝える力

【ちょっと豆知識】
ニコールさんは上のコラムの文中、オーストラリアを「down under」と呼んでいます。これは、英国人が自分たちから見て地球の
裏側、真下にあるこの土地をそう呼んだのが始まりです。もう一つのニックネームがAussie（オーズィー、またはオースィー）で
す。これは国そのものとオーストラリア人両方の意味で使われます。そういえば日本では、豪州産牛肉のことを「オージー・ビー
フ」と言っていますね。ところがこの言葉、実は「オージー」と発音するととんでもない意味になります（ここでは書けません）。
「オーズィービーフ」と発音しましょう。

Despite being Canadian and coming from a land of ice and snow I love the beach 
and tropical weather. I blame this on my father; when I was 8 years old my dad 
decided to buy a house in Kauai, Hawaii.? I was a lucky kid, I got to enjoy the best 
of both worlds; the surf and sun of hawaii and the snow and mountains of 
Canada. Ever since then I’ve been in love with the sport of sur!ng.?
After spending one cold winter in Canada studying at university. I decided I 
needed to plan my next adventure somewhere warm. I found out that I could 
study science with a specialization in sur!ng in Australia. So, I embarked to my 
next new home Margaret River, Western Australia.
Australia will always hold a huge place in my heart. The beaches are some of the 
most spectacular on this planet and the waves are powerful and so much fun.? I 
studied meteorology, oceanography, coastal management, and event manage-
ment. I lived in a tiny beach shack, woke up to the sound of the waves everyday 
and worked at a beautiful vineyard. I was in heaven.? The Australians are a 
boisterous bunch and it took me time to get use to their strange accent and sense 
of humor, but once I did they sucked me into their culture and by the end i was 
begging to stay forever.
I learned a lot about the environment and realized how fragile this world we live 
in is.? My time spent down under taught me I need to take care of what I have 
around me, I not only need to be able to enjoy the ocean and the waves but take 
care of them so that one day my children and grandchildren can enjoy sur!ng in 
clean water too.
Let’s learn a few Australian expressions!
G’day mate - good day- konnichiwa
how ya going? -how are you- o genki desu ka
ta- thanks- domo

　雪と氷の大地から来たカナダ人の私ですが、ビーチと熱帯
性気候が大好きです。8歳の時、父がハワイ・カウアイに家
を買ったからです。恵まれた私はハワイの太陽とサーフィン、
カナダの山と雪、という地球の両側をたん能することになり
ました。それ以来サーフィンに夢中です。

　寒いカナダの大学で一冬を過ごして「さあ、次は暖かいと
ころに行こう」と思いました。調べたら、オーストラリアな
らサーフィン科学が学べると知り、西オーストラリアのマー
ガレット・リバーへと向かいました。

　オーストラリアという国は、私にとってこれからもずっと
大きな存在です。ビーチの壮観なことは地球一で、波も力強
くて楽しい。ここで私は気象学、海洋学、海岸管理、イベン
ト運営などを学びました。海岸にある小屋に住み、波の音で
目覚める日々。美しいぶどう園でも働きました。天国のよう
でした。オーストラリア人は騒々しくて陽気。発音はおかし
いし、ユーモアのセンスにも慣れるのには時間がかかりまし
た。でもいったん慣れるとその文化に引き込まれ、最後には
一生ここにいたい、と思うほどでした。

　環境について学ぶことも多く、私たちの住むこの地球がい
かに危ういか気づかされました。オーストラリアで過ごした
おかげで、今あるものを大切にすることも学びました。自分
だけでなく、将来、自分の子孫がこのきれいな海でサーフィ
ンができるように気をつけていく必要があると思います。

オーストラリアの表現を学びましょう！
（訳：宮地晶子）

　雪と氷の大地から来たカナダ人の私ですが、ビーチと熱帯
性気候が大好きです。8歳の時、父がハワイ・カウアイに家
を買ったからです。恵まれた私はハワイの太陽とサーフィン、
カナダの山と雪、という地球の両側をたん能することになり
ました。それ以来サーフィンに夢中です。

　寒いカナダの大学で一冬を過ごして「さあ、次は暖かいと
ころに行こう」と思いました。調べたら、オーストラリアな
らサーフィン科学が学べると知り、西オーストラリアのマー
ガレット・リバーへと向かいました。

　オーストラリアという国は、私にとってこれからもずっと
大きな存在です。ビーチの壮観なことは地球一で、波も力強
くて楽しい。ここで私は気象学、海洋学、海岸管理、イベン
ト運営などを学びました。海岸にある小屋に住み、波の音で
目覚める日々。美しいぶどう園でも働きました。天国のよう
でした。オーストラリア人は騒々しくて陽気。発音はおかし
いし、ユーモアのセンスにも慣れるのには時間がかかりまし
た。でもいったん慣れるとその文化に引き込まれ、最後には
一生ここにいたい、と思うほどでした。

　環境について学ぶことも多く、私たちの住むこの地球がい
かに危ういか気づかされました。オーストラリアで過ごした
おかげで、今あるものを大切にすることも学びました。自分
だけでなく、将来、自分の子孫がこのきれいな海でサーフィ
ンができるように気をつけていく必要があると思います。

オーストラリアの表現を学びましょう！
（訳：宮地晶子）

Nico Nico ニコールNico Nico ニコールNo.3
カナダ・カルガリー出身でハンガリー、オーストラリア、エクアドル（サンタクルス島）など、
各国の文化に触れてきたニコールさん。独自の感性を持つ文化コラムに出あえるかも知れません。
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新

春

特

別

山すその隠れた愛嬌者、エゾタヌキ山すその隠れた愛嬌者、エゾタヌキ

雪と氷 の 祭 典

第36回
ひがしかわ氷まつり　

文
化
交
流
館　
新
刊
図
書・ビ
デオ 

案
内

文
化
交
流
館　
新
刊
図
書・ビ
デオ 

案
内

　海辺の町で暮らす５歳の宗介は、クラ
ゲに乗って家出した魚の子どもポニョに
出会う。ふたりはすぐに仲良くなるが、か
つては人間だった魔法使いのポニョの
父によって、ポニョは海に連れ戻されて
しまう。ポニョは父の魔法を盗み、再び
宗介のもとを目指すが…。アンデルセン
童話「人魚姫」をモチーフに、人間にな
りたい魚と少年の心温まるファンタジー。
（１０１分）

　カタカナを習ったばかりのらっちゃ
ん。けれども「ソ」と「ン」、「シ」と「ツ」、
「ク」と「ワ」を、ときどき間違えて書いて
しまいます。だってどっちがどっちかわか
らなくなってしまうのです。ハラハラして
いるのはカタカナたち。なんとか正しく
書いてほしいと思って…。カタカナが活
躍するおはなし全３話。

崖
の
上
の
ポニョ（
ア
ニ
メ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
タ
ジ
オ

カタカナダイボウケン
（児童書）
著／宮下すずか　刊／偕成社

　祝言をあげたばかりの妻を置いてきぼ
りにし、１年間に渡る渡世修行に出掛け
た駆け出し博徒の次郎長は、彼の男っぷ
りに惚れた仲間とともに、やがて東海道
中にその名をとどろかせるようになる。
しかし名を知られるほど立ちはだかる
敵も増え、さらには妻が病に倒れてしま
う。絶体絶命のピンチに陥った次郎長、
そして子分たちの選ぶ運命は？（１３０
分）

　木で作ったスプーンやフォークといっ
たカトラリー、器、箱など、26人の木工作
家が考えた作品約300点を、作家それぞ
れのモノづくりの考え方とともに紹介。
初心者向けにわかりやすく解説したカト
ラリーのつくり方、作品の取り扱い店、個
人でも木材を購入できる店を掲載してい
ます。東川町内の木工作家作品も紹介さ
れています。

　蛍川にある温泉街の十数件の商家
が、ずさんなリゾート開発による崖崩れ
によって下敷きになってしまった。旅館
の主・高橋は、被害者同盟を結成して不
動産会社に賠償請求をする。そしてさら
なる災害の危険性を知り、自分たちの手
で里山の再生に乗り出す。山を生き返ら
せ、豊かで美しい町を自分たちの手でつ
くろう！　笑って考えて納得の痛快長編
小説。

次
郎
長
三
国
志（
映
画 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

ゴ
チソ
ウ
山（
一
般
書
）

著
／
山
田
健　　
刊
／
角
川
春
樹
事
務
所

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
は
新

年
の
長
期
休
み
を
利
用
し
て
ご
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
本
、
D
V
D
映
画
作
品
を
一
挙
に
5
作
品
ご
紹

介
し
ま
す
。

※
貸
し
出
し
期
間
は
、
図
書
は
1
人
5
冊
ま
で
14
日
間
、
ビ
デ
オ

は
1
人
2
本
ま
で
4
日
間
で
す
。
返
却
期
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

（
夜
間
返
却
窓
口
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
。

手づくりする木のカトラリー
（一般書）
著／西川栄明　　刊／誠文堂新光社

＜前夜祭＞（16日）
羽衣公園会場ライトアップ（後4時～）
花火打ち上げ（後7時～）

＜本まつり＞（17日）
○雪像コンクール投票、抽選会（前9～11時）
○氷雪像コンクール、町民大写真展表彰式（正午、野外ステージ）
○ラリーゲーム（前10時～）　など
○餅つき大会（前11時、後1時の2回）
○東川小、東川中、旭川凌雲高校吹奏楽演奏会
　（後1時、農村環境改善センター）
○大人気！ ジャンボ滑り台　ほか

第36回
ひがしかわ氷まつり　

第36回
ひがしかわ氷まつり　

1/16㈯～1/18㈪
羽衣公園ほか
主催：ひがしかわ氷まつり実行委

雪と氷 の 祭 典
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　大雪山には多くの種類の動物が生息しています。
「見てみたい、出合いたい動物は？」と聞くと、ヒグ
マ、キタキツネ、エゾシカ、ナキウサギなどという名
前が出てくるのではないでしょうか。
　ところが同じ質問を欧米人にしたところ「ラクーン
ドックを見たい」と言われました。どんな動物のこと
だと思いますか？
　訳すると、ラクーン＝アライグマ、ドッグ＝犬とな
り、直訳すると「アライグマ（のような）犬を見たい」
となります。その条件に当てはまる動物は、実はタヌ
キなのです。
　野生のタヌキは極東アジアにしかいない動物です。
欧米やオーストラリア、アフリカではまず見かけるこ
とはありません。東ヨーロッパの一部の地域で狩猟目
的のため放され少し増えていますが、数
はそれほど多くないようです。それで欧
米人は北海道で見たい動物の候補に挙げ
るようです。
　皆さんの中には、北海道にタヌキはい
ない、と思われている方もおいでではな
いでしょうか。同じイヌ科のキタキツネを圧倒的に多
く目にするので、あまり印象に残らないのだと思いま
す。
　希少ではない動物のため、動物学者の研究対象にも
ならず、正確な調査も進んでいません。身近な存在を
あまり知らないのではないでしょうか。
　北海道のエゾタヌキは、とても愛嬌（あいきょう）
のある表情や体つきをしています。全体は黒茶っぽい
毛に覆われて、目の周りにはパンダ模様があります。
そして、短足でずんぐりとした体にふさふさの尾をも
っています。短い足のせいでしょうか〝ドタドタ〟〝
コソコソ〟と歩いているようにみえます。足跡は酔っ
ているようにふらふらとしています。
　食べるものはネズミや鳥類などの小動物、昆虫、木
の実などですが、走ること、木登り、ジャンプも苦手

だいせつざんのすがお

　今月はお正月の拡大版です。身近な動物、エゾタヌ
キのお話。人間には分からない生態をたっぷりとご紹
介します。

なので、地面に落ちた木の実や地中にいる幼虫、ミミ
ズなど、季節に一番採れるものを多く食べています。
気性はおとなしく、親子や家族が近い範囲に集まって
生活します。巣穴は自分で作ることはなくてキツネの
古巣や木の穴、岩の隙間などを利用しています。時に
は古い納屋や土管、はたまた庭先の犬小屋など人工物
も使うことがあります。とっさのときには〝タヌキ寝
入り〟（死んだふり）をして敵をはぐらかします。
　地面に餌がなくなり、雪で歩きにくくなる冬は苦手
です。寝ぐらに入り込み、秋の間に溜め込んだ皮下脂
肪を頼りにして、むやみに動かずにエネルギーを節約
しています。止むを得ず出掛ける時には、むき出しの
肉球で冷たさと、そして短い足で雪深さと戦って出掛
けているのです。　

　憶病でユーモラスな動きのエゾタヌキで
すが、実は私たち人間が原因となって問題
が起きています。
　「ごみ食」によってがんが増加し、ペッ
トから感染する皮膚病が流行し、外来生物
のアライグマが野生化して増殖しているた

め生息域が狭められたり…。彼らの生活域の環境が脅
かされ始めているのです。
　エゾタヌキの生活域は、大雪山の標高が高い地域と
いうよりも、私たちが生活している山すそです。です
から私たちは、身近な環境を悪化させないように行動
することで野生動物を守ることにつなげることが出来
るのです。
　残念ながら地味で見た目も生活も目立たないエゾタ
ヌキですが、彼らの姿を目にできるように身近な山す
その自然に気を配ってみてはいかがでしょうか。
　春はエゾタヌキの恋の季節です。活動が活発になり
ますから、もしかしたら目にすることがあるかもしれ
ませんね。

自然案内人・環境教育フリーランス　鳥羽晃一

大雪山の素顔
新

春

特

別

新

春

特

別

山すその隠れた愛嬌者、エゾタヌキ山すその隠れた愛嬌者、エゾタヌキ山すその隠れた愛嬌者、エゾタヌキ

　平成22年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の
国勢調査”といわれる「2010年世界農林業センサス」
が実施されます。
　今後の農林業政策に役立てるため５年ごとに実施
している極めて大切な調査です。農林業を営んでい

る皆さまのところに１月中旬から調査員が訪問し、
農林業の経営状況などの調査票記入をお願いする予
定です。ご協力をお願いします。

お問い合わせ：地域活性課☎82-2111（内線261）

雪と氷 の 祭 典

第36回
ひがしかわ氷まつり　

文
化
交
流
館　
新
刊
図
書・ビ
デオ 

案
内

第36回
ひがしかわ氷まつり　

「2010年世界農林業センサス」に
ご協力ください
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Ｒ
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定
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種
　
住
民
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課

接
種
回
数

料
金

接
種
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程

接
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間
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受
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時
間

接
種
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所

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
指
導
室
☎
82
-2
11
1（
内
線
50
5）

　
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
対
象
年
齢
の
方
は
、
冬
休
み
を
利
用
し
て
予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。
接
種
は
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い

時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
２
・
３
・
４
期
の
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案
内
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

生
後
12
カ
月
か
ら

同
24
カ
月
に
至
る

ま
で

今
年
度
の

対
象

者
平
成
15
年
4月
2日
～

同
16
年
4月
1日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
方

平
成
8年
4月
2日
～

同
9年
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1日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
方

平
成
3年
4月
2日
～
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4月
1日
ま
で

の
間
に
生
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た
方

接
種
時
期

5歳
以
上
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未
満
の
者

（
就
学
前
の
１
年
間
）
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歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
初
日
か
ら
同
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
（
中
学
１
年

生
に
相
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る
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齢
の
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）
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歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
初
日
か
ら
同
年
度
の
末
日
ま

で
の
間
に
あ
る
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校
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齢
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１
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・
無
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町
の
全
額
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負
担
）

M
R混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
は
他
の
予
防
接
種
を
受
け
る
ま
で
、
27
日
間
以
上
空
け
ま
し
ょ
う
。

3月
末
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
　

1月
の
最
初
の
実
施
日
は
1月
8日
で
す

午
後
1時
～
同
4時
半

町
立
診
療
所

第
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第
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第
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第
4期
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児
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歯
科
検
診
、フ
ッ
素
塗
布
　
住
民
福
祉
課

実
施
場
所

期
間

内
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象

料
金

持
ち
物

町
内
の
歯
科
医
院
　
①
東
川
歯
科
　
☎
82
-3
30
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②
栄
歯
科
　
☎
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-4
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※
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

1月
6日
～
2月
26
日
（
年
2回
実
施
の
2回
目
）

歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布

1歳
か
ら
6歳
児
（
就
学
前
児
）

50
0円
（
費
用
1千
円
の
う
ち
50
0円
は
町
補
助
）

そ
の
他
の
治
療
費
用
は
個
人
負
担

保
険
証
、
母
子
手
帳
、
印
鑑
（
印
鑑
は
補
助
申
請
の
書
類
に
必
要
で
す
。
書
類
は
各
医
院
に
あ
り
ま
す
）

困 難 な 方 の た め に 「 保 険 料 免 除 制

度 」 「 若 年 者 納 付 猶 予 制 度 」 も あ

り ま す 。

　 国 民 年 金 の 保 険 料 を 未 納 に し て

い る と 、 万 一 の 病 気 や 事 故 に 見 舞

わ れ て 重 度 の 障 害 が 残 る 場 合 に

「 障 害 基 礎 年 金 」 （ 障 害 等 級 １ 、

２ 級 ） を 受 け 取 る こ と が で き ず 、

そ の 後 の 療 養 設 計 に 重 大 な 支 障 が

出 ま す 。

　 年 金 保 険 料 の 支 払 い に 支 障 が あ

る 場 合 に は 、 申 請 し て 保 険 料 の 猶

予 、 免 除 を 受 け ま し ょ う 。

４ 月 か ら パ ス ポ ー ト 申 請 窓 口 が

変 わ り ま す

　 ４ 月 か ら パ ス ポ ー ト （ 旅 券 ） の

申 請 受 け 付 け 、 交 付 が 役 場 窓 口 で

出 来 る よ う に な り ま す 。

　 役 場 で 申 請 、 交 付 で き る の は 、

町 内 に 住 民 登 録 が あ る 方 で す 。 海

外 か ら の 一 時 帰 国 者 、 船 員 、 学 生 、

単 身 赴 任 者 の 方 は 、 従 来 通 り 北 海

道 パ ス ポ ー ト セ ン タ ー （ 札 幌 ） 、

上 川 支 庁 窓 口 な ど で の 手 続 き で す 。

あ な た の 老 後 の 生 活 を 支 え 、 病 気

や け が で 重 度 の 障 害 が 残 る よ う な

万 一 の 時 で も 年 金 を 支 給 し て あ な

た を サ ポ ー ト し て く れ ま す 。

▼ 義 務 と 権 利

　 日 本 国 内 に お 住 ま い の 満 20 歳 か

ら 満 60 歳 ま で の す べ て の 方 に 加 入

す る 義 務 が あ り 、 年 金 を 受 け 取 る

権 利 が あ り ま す 。 そ の た め に 保 険

料 を 納 付 す る 義 務 が あ り ま す 。

▼ 加 入 の 手 続 き

　 学 生 、 自 営 業 の 方 な ど を 「 第 １

号 被 保 険 者 」 と 呼 び ま す 。 対 象 と

な る 方 は 、 役 場 で の 手 続 き が 必 要

で す 。

　 サ ラ リ ー マ ン 、 公 務 員 な ど 給 与

所 得 者 は 、 「 第 ２ 号 被 保 険 者 」 と

呼 び ま す 。 そ の 第 ２ 号 被 保 険 者

に 扶 養 さ れ る 方 （ 配 偶 者 な ど ） を

「 第 ３ 号 被 保 険 者 」 と 呼 び 、 第 ２

・ 第 ３ 号 被 保 険 者 は 、 と も に 勤 務

先 の 事 業 所 で 加 入 手 続 き を 行 い ま

す （ 個 別 の 手 続 き は 必 要 あ り ま せ

ん ） 。

▼ 保 険 料 の 猶 予 、 免 除

　 収 入 が 少 な い た め に 保 険 料 を 納

付 で き な い 場 合 、 申 請 に よ っ て 保

険 料 を 猶 予 、 免 除 す る 制 度 が あ り

ま す 。

「 学 生 納 付 特 例 制 度 」 は 、 所 得 が

な い 学 生 の 場 合 、 ご 本 人 の 申 請 に

よ っ て 保 険 料 納 付 が 猶 予 さ れ る 制

度 で す 。

　 経 済 的 な 理 由 で 保 険 料 の 納 付 が

残 額 が あ る 場 合 は 、 翌 年 度 の 個 人

住 民 税 で 残 額 に 相 当 す る 額 （ 当 該

年 分 の 所 得 税 の 課 税 総 所 得 金 額 等

の 額 に １ ０ ０ 分 の ５ を 乗 じ た 額

（ 最 高 限 度 額 ９ 万 ７ 千 ５ ０ ０ 円 ） ）

が 控 除 さ れ ま す 。

　 ② 市 区 町 村 へ の 申 告 は 不 要 で す 。

確 定 申 告 の 添 付 資 料 の 見 直 し 、 源

泉 徴 収 票 等 の 改 正 に よ っ て 、 控 除

額 を 算 出 す る た め に 必 要 な 情 報 を

市 区 町 村 が 把 握 し て 控 除 し ま す 。

　 控 除 に 係 る 所 得 税 の 確 定 申 告 、

年 末 調 整 の 手 続 き は 今 ま で と 変 わ

り あ り ま せ ん 。

２ ． 平 成 11 年 か ら 同 18 年 ま で に 入

居 し た 方 （ 税 源 移 譲 の 経 過 措 置 と

し て の 住 宅 ロ ー ン 控 除 適 用 ）

　 市 区 町 村 へ の 申 告 は 不 要 で す

（ 22 年 度 分 以 降 の 個 人 住 民 税 以 降

適 用 ） 。 確 定 申 告 の 添 付 資 料 の 見

直 し や 源 泉 徴 収 票 等 の 改 正 で 、 控

除 額 を 算 出 す る た め に 必 要 な 情 報

（ 社 ） 地 方 税 電 子 化 協 議 会 の ホ ー

ム ペ ー ジ 「 ｅ Ｌ Ｔ Ａ Ｘ 」 を ご 参 照

く だ さ い 。

http://www.eltax.jp/index.html

個 人 住 民 税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 取

り 扱 い の お 知 ら せ

　 個 人 住 民 税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 は 、

住 宅 入 居 時 の 年 次 に よ っ て 税 の 取

り 扱 い が 変 わ り ま す 。

１ ． 平 成 21 年 以 降 に 入 居 、 ま た は

入 居 予 定 の 方 （ 新 た な 個 人 住 民 税

で の 住 宅 ロ ー ン 控 除 適 用 ）

　 ① 所 得 税 で 控 除 し き れ な か っ た

金 額 が あ る 場 合 、 翌 年 度 の 個 人 住

民 税 か ら 控 除 さ れ ま す 。

　 平 成 21 年 分 以 後 の 所 得 税 で 控 除

適 用 が あ る 方 （ 平 成 21 年 か ら 同 25

年 ま で 入 居 し た 方 ） の う ち 、 こ の

年 分 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 額 か ら こ の

年 分 の 所 得 税 額 （ 住 宅 ロ ー ン 控 除

の 適 用 前 の 所 得 税 額 ） を 控 除 し た

 税 務 課 か ら

お 問 い 合 わ せ 　 ☎ 税 務 室 （ 内 線 １

２ ８ ）

償 却 資 産 （ 固 定 資 産 税 ） の 申 告 は

２ 月 １ 日 ま で

　 町 内 で 事 業 を 営 み 土 地 や 家 屋 以

外 の 事 業 用 償 却 資 産 を お 持 ち の 方

は 、 所 有 状 況 を 申 告 す る 必 要 が あ

り ま す 。 提 出 期 限 は 2 月 1 日 （ 月 ）

で す 。

　 償 却 資 産 を 所 有 し て い る 個 人 、

法 人 を 対 象 に 、 償 却 資 産 申 告 書 を

送 付 し ま す の で 、 期 限 ま で に 申 告

を お 願 い し ま す 。 新 し く 事 業 を 始

め た 方 な ど で 申 告 書 が 届 か な い 場

合 は ご 連 絡 く だ さ い 。

　 今 回 の 申 告 分 か ら 、 イ ン タ ー ネ

ッ ト を 利 用 し て ご 自 宅 や 事 業 所 の

パ ソ コ ン か ら も 申 告 す る こ と が で

き る よ う に な り ま し た 。 詳 し く は

を 市 区 町 村 が 把 握 し 、 新 た な 計 算

方 法 で 控 除 額 を 算 出 し て 控 除 し ま

す 。

　 た だ し 退 職 所 得 、 山 林 所 得 を 有

す る 方 、 所 得 税 で 平 均 課 税 の 適 用

を 受 け て い る 方 は 、 今 ま で の 税 源

移 譲 の 経 過 措 置 と し て の 控 除 計 算

方 法 で 算 出 し た ほ う が 控 除 額 が 大

き く な る 場 合 が あ り ま す 。

　 こ の 場 合 は 申 告 す る こ と で 税 源

移 譲 の 経 過 措 置 と し て の 控 除 適 用

を 受 け る こ と が 出 来 ま す 。

　 申 告 さ れ る 場 合 に は 、 毎 年 １ 月

16 日 か ら ３ 月 15 日 ま で に 、 同 年 １

月 １ 日 現 在 の 住 所 地 の 市 区 町 村 に

申 告 書 を 提 出 す る 必 要 が あ り ま す 。

　 期 限 内 に 申 告 さ れ な い 場 合 は 、

申 告 を 不 要 と す る 新 た な 住 宅 ロ ー

ン 控 除 の 計 算 方 法 が 自 動 的 に 適 用

さ れ ま す 。 所 得 税 の 住 宅 ロ ー ン 控

除 に 係 る 確 定 申 告 、 年 末 調 整 の 手

続 き は こ れ ま で ど お り で す 。
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３ ． 平 成 19 年 １ 月 か ら 同 20 年 12 月

ま で に 入 居 し た 方

　 所 得 税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 効 果 を

確 保 す る た め 、 住 宅 ロ ー ン 控 除 の

控 除 期 間 を 10 年 間 か ら 15 年 間 に 延

長 し 、 １ 年 当 た り の 控 除 額 を 引 き

下 げ る 特 例 が 創 設 さ れ ま し た （ 選

択 制 ） 。 個 人 住 民 税 の 住 宅 ロ ー ン

控 除 は あ り ま せ ん 。

 住 民 福 祉 課 か ら

お 問 い 合 わ せ 　 旭 川 社 会 保 険 事 務

所 ☎ 27 ― １ ６ １ １ 、 ☎ 年 金 の こ

と は 住 民 室 （ 内 線 １ ２ ３ ） 、 ☎

福 祉 の こ と は 社 会 福 祉 室 （ 内 線

5 0 3 ） 、 ☎ 健 康 の こ と は 保 健 指

導 室 （ 内 線 5 0 5 ）

新 成 人 の 皆 さ ん 、 国 民 年 金 の 加

入 手 続 き を 忘 れ ず に

　 国 民 年 金 は 公 的 年 金 制 度 で す 。
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２
級

特
別
児
童

扶
養
手
当

支
給
額

（
月
額
、
円
）

26
,4
40

14
,3
80

50
,7
50

33
,8
00

確
定
申
告
・
納
税
は
3月
15
日
ま
で
に

③ 在 学 証 明 書 （ 高 等 学 校 、 ⑤ 添 付

　 の 場 合 は 不 要 ）

④ 障 害 程 度 が 確 認 で き る 書 類

⑤ 授 業 料 免 除 証 の 写 し ま た は 私 立

　 高 等 学 校 授 業 料 軽 減 決 定 書 の 写

　 し
⑥ 預 金 通 帳 の 写 し （ 口 座 番 号 等 の

　 わ か る 面 ）

▼ 支 給

　 審 査 の 上 、 支 給 決 定 の 場 合 は 月

末 に ご 指 定 の 口 座 に 振 り 込 み ま す 。

「 ひ が し か わ 子 ど も 未 来 応 援 」 事

業 を 実 施

　 広 報 10 月 号 で お 知 ら せ し て い ま

し た 「 子 育 て 応 援 特 別 手 当 （ 21 年

度 版 ） 」 は 支 給 し な い こ と に な り

ま し た 。

　 国 の 経 済 危 機 対 策 と し て 支 給 予

定 さ れ て い ま し た が 、 国 の 補 正 予

算 見 直 し で 執 行 停 止 が 決 定 し ま し

た 。

　 そ の た め 町 で は 、 地 域 福 祉 の 向

上 と 町 内 の 消 費 拡 大 を 図 る 町 独 自

事 業 と し て 、 対 象 者 を 拡 大 し て １

万 円 分 の 商 品 券 と お 米 引 き 換 え 券

（ ５ ㌔ ㌘ ） を 配 布 し ま す 。

　 子 育 て 応 援 特 別 手 当 （ 21 年 度 版 ）

の 支 給 対 象 者 の 皆 さ ま に は 大 変 ご

迷 惑 を お か け し ま し た 。 ご 理 解 い

た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。

▼ 対 象 　 ① 平 成 21 年 12 月 １ 日 （ 以

　 下 「 基 準 日 」 と す る ） に お い て 、

　 町 の 住 民 基 本 台 帳 に 登 載 さ れ て

福 祉 給 付 金 を 支 給 し て い ま す

　 学 齢 期 の お 子 さ ん を 子 育 て 中 の

ひ と り 親 生 活 保 護 世 帯 な ど を 対 象

に 、 昨 年 ４ 月 か ら （ 一 部 昨 年 ７ 月

か ら ） 福 祉 給 付 金 を 支 給 し て い ま

す 。 ま だ 未 申 請 で 給 付 金 を ご 希 望

の 方 は 社 会 福 祉 室 へ ご 連 絡 く だ さ

い 。
▼ 対 象 と な る 世 帯

● 児 童 を 養 育 す る ひ と り 親 の 生 活

　 保 護 受 給 世 帯 （ 障 害 者 加 算 対 象

　 世 帯 を 除 く ）

● 70 歳 以 上 の 方 の い る 生 活 保 護 受

　 給 世 帯 （ 障 害 者 加 算 対 象 世 帯 を

　 除 く ）

● 市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 で 高 等 学

　 校 に 通 学 す る 児 童 を 養 育 す る ひ

　 と り 親 世 帯

● 市 町 村 民 税 の 所 得 割 が 非 課 税 で

　 高 等 学 校 に 通 学 す る 児 童 ま た は

　 授 業 料 免 除 の 適 用 を 受 け て い る

　 世 帯

▼ 給 付 金 額

（ ア ） 児 童 1 人 に つ き 月 額 ８ 千 円

　 （ 非 課 税 世 帯 は 高 校 に 通 学 す る

　 児 童 の み ）

（ イ ） 70 歳 以 上 の 方 の い る 世 帯 　

　 1 世 帯 に つ き 月 額 ８ 千 円

▼ 申 請 時 に 必 要 な も の

① 生 活 保 護 の 決 定 通 知 書 （ 生 活 保

　 護 を 受 け て い る 方 ）

② 当 該 年 度 の 市 町 村 民 税 が 非 課 税

　 で あ る こ と を 証 す る 書 類 （ ① ま

　 た は ⑤ 添 付 の 場 合 は 不 要 ）
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定
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告
・
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税
は
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の
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成

　
「
前
年
の
申
告
書
控
」
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
し
て
ご
自
分
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
。
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単
に
作
成
す

　
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
確
定
申
告
書
の
提
出

　
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
け
付
け
し
た
申
告
書
控
え
が
必
要
な
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
を
忘
れ

　
ず
に
同
封
し
ま
し
ょ
う
。

　

▲

送
付
先
　
旭
川
東
税
務
署
　
〒
07
0-
00
26
　
旭
川
市
東
６
条
１
丁
目
２
番
15
号

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
提
出
さ
れ
た
方
、
特
設
会
場
で
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
提
出
さ
れ
た
方
は
、
こ
れ
ま
で
税
務
署
が
行
っ
て
い
た
確
定
申
告
書
等
の
送
付
を
取
り
止
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
整
理
番
号
や
予
定
納
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ
る
方
は
、
１
月
下
旬
に
税
務
署
か
ら
お
知

ら
せ
の
は
が
き
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
・
納
税
は
3月
15
日
ま
で
に

お
問
い
合
わ
せ

旭
川
東
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
…
…
☎
２
３
－
６
２
９
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。案
内
番
号「
２
」を
お
選
び
く
だ
さ
い
）

税
務
課
税
務
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
☎
８
２
－
２
１
１
１
（
内
線
1
2
7
・
1
2
8
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
…
h
tt
p
:/
/w
w
w
.n
ta
.g
o.
jp
/

旭
川
東
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
…
…
☎
２
３
－
６
２
９
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。案
内
番
号「
２
」を
お
選
び
く
だ
さ
い
）

税
務
課
税
務
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
☎
８
２
－
２
１
１
１
（
内
線
1
2
7
・
1
2
8
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
…
h
tt
p
:/
/w
w
w
.n
ta
.g
o.
jp
/

お
問
い
合
わ
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
、
納
税
は
3
月
1
5
日
㈪

個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税
は
3月
31
日
㈬
が
期
限
で
す

　 さ れ て い る 方

そ の 他 　 引 き 換 え 券 は 昨 年 12 月 25

　 日 付 け で 対 象 者 の 属 す る 世 帯 主

　 へ 郵 送 発 送 し て い ま す 。 ご 自 宅

　 に 届 い て い な い 場 合 は ☎ 役 場 高

　 齢 者 ・ 障 が い 者 支 援 室 （ 内 線 ５

　 ０ ２ ） に ご 連 絡 願 い ま す 。

食 事 で 健 康 「 栄 養 教 室 」

　 不 適 切 な 食 事 、 運 動 不 足 が 原 因

の 生 活 習 慣 病 が 増 え て い ま す 。 身

近 な 材 料 を 使 っ た 簡 単 調 理 実 習 を

通 じ て 自 分 の 健 康 は 自 分 で 守 り ま

し ょ う 。 バ ラ ン ス 、 味 付 け な ど 確

認 し ま し よ う （ 希 望 す る 方 は 食 生

活 改 善 推 進 員 と な る 単 位 を 取 る こ

と が で き ま す ） 。

対 象 　 町 民 な ら ど な た で も

日 時 　 １ 月 29 日 （ 金 ） 10 時 〜 午 後

　 １ 時 こ ろ

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 講 話 「 食 べ て 防 ご う 生 活 習

　 慣 病 ・ 糖 尿 病 」 、 調 理 実 習 、 試

　 食 （ 希 望 者 は 体 脂 肪 測 定 も ）

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾 （ 食 材 料 の 一 部 １ ０ ０ 円 を

　 負 担 ）

「 お や こ 食 育 教 室 」
食 生 活 改 善 協 議 会

　 大 人 も 子 供 も 食 事 は 大 切 。 食 生

活 推 進 員 と 一 緒 に 「 食 育 」 を 考 え 、

心 と 体 の 健 康 を 守 る 食 習 慣 を 身 に

付 け ま し ょ う 。

　 　 中 程 度 以 上 の 障 が い の あ る 20

　 歳 未 満 の 児 童 を 養 育 し て い る 父

　 母 な ど に 支 給 さ れ ま す 。

▼ 認 定 請 求 の 手 続 き

　 　 こ れ ら の 手 当 の 支 給 を 受 け る

　 た め に は 、 認 定 請 求 の 手 続 き が

　 必 要 で す 。 た だ し 、 所 得 や 施 設

　 入 所 な ど に よ る 支 給 制 限 が あ り

　 ま す 。

Ｈ Ａ Ｐ Ｐ Ｙ - Ｃ Ｏ Ｍ Ｅ （ ハ ッ ピ ー

コ メ ・ 長 寿 米 ） を 贈 呈 し て い ま す

　 永 年 社 会 に 寄 与 さ れ た 高 齢 者 の

方 に 敬 意 を 表 し 、 健 康 、 長 寿 を 願

っ て お 米 （ ５ ㌕ ） の 引 き 換 え 券 を

差 し 上 げ て い ま す 。

対 象 　 75 歳 以 上 の 方 （ 昨 年 12 月 １

日 現 在 、 町 の 住 民 基 本 台 帳 に 登

載 さ れ て い る 方 で 、 １ ９ ３ ４

（ 昭 和 ９ ） 年 12 月 ２ 日 以 前 に 生

ま れ た 方 ）

対 象 と な ら な い 方 　 福 祉 施 設 等 に

　 入 所 ま た は 医 療 機 関 に 長 期 入 院

　 い る 者 で あ っ て 、 小 学 校 就 学 前

　 の 子 （ ２ ０ ０ ３ （ 平 成 15 ） 年 ４

　 月 ２ 日 か ら 同 年 12 月 １ 日 生 ま れ

　 ま で の 子 ） ② 基 準 日 以 降 、 同 年

　 12 月 31 日 ま で に 出 生 し 、 22 年 1

　 月 31 日 ま で に 町 の 住 民 基 本 台 帳

　 に 登 載 さ れ た 子

▼ そ の 他 　 商 品 券 、 引 き 換 え 券 は

　 12 月 21 日 付 け で 対 象 者 の 属 す る

　 世 帯 主 へ 郵 送 し て い ま す 。 万 一

　 ご 自 宅 に 届 い て い な い 場 合 は 、

　 社 会 福 祉 室 へ ご 連 絡 く だ さ い 。

ご 存 じ で す か ？ �� 障 が い 児 （ 者 ） へ

の 手 当

　 障 が い の あ る 方 を 対 象 に し た 経

済 的 な 援 助 と し て 、 各 種 手 当 制 度

を ご 用 意 し て い ま す 。 ぜ ひ ご 活 用

く だ さ い 。

▼ 障 が い 児 （ 者 ） 本 人 に 支 給 さ れ

る 手 当

① 特 別 障 害 者 手 当

　 　 20 歳 以 上 の 在 宅 の 方 で 、 著 し

　 い 重 度 の 障 が い が あ る た め 日 常

　 生 活 で 常 に 特 別 の 介 護 が 必 要 な

　 方 が 支 給 対 象 で す 。

② 障 害 児 福 祉 手 当

　 　 20 歳 未 満 の 在 宅 の 児 童 で 、 重

　 度 の 障 が い が あ る た め 日 常 生 活

　 で 常 に 介 護 が 必 要 な 方 が 支 給 対

　 象 で す 。

▼ 障 が い 児 を 養 育 し て い る 方 に 支

給 さ れ る 手 当

特 別 児 童 扶 養 手 当

対 象 　 小 学 生 と そ の 親

日 時 ・ 場 所 　 ▼ １ 月 ７ 日 （ 木 ） 第

　 一 コ ミ セ ン （ 第 一 小 地 区 対 象 ）

　 ▼ 同 月 12 日 （ 火 ） 　 保 健 福 祉 セ

　 ン タ ー （ 東 川 小 地 区 対 象 ） ▼ 同

　 月 13 日 （ 水 ） 保 健 福 祉 セ ン タ ー

　 （ 第 三 小 地 区 対 象 ） ▼ 同 月 14 日

　 （ 木 ） 保 健 福 祉 セ ン タ ー （ 第 二

　 小 地 区 対 象 ） ▼ 時 間 は い ず れ も

　 午 前 10 時 〜 午 後 １ 時 ご ろ

募 集 人 数 　 特 に 定 め て い ま せ ん が 、

　 人 数 が 多 い 時 は お 断 り す る 場 合

　 が あ り ま す 。

場 所 　 第 一 地 区 以 外 は 保 健 福 祉 セ

　 ン タ ー

内 容 　 講 話 、 調 理 実 習 、 試 食

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾 （ 大 人 の 方 は 食 材 料 一 部 １

　 ０ ０ 円 を 負 担 ）

�� �N �¢ �P 
ƒ �] �T �’

お 問 い 合 わ せ 　 ☎ 公 共 施 設 管 理 室

（ 内 線 ２ ３ ８ ）

町 営 バ ス 臨 時 便 の 運 行 中 止

　 ひ が し か わ 氷 ま つ り 前 夜 祭 で 、

例 年 花 火 打 ち 上 げ 終 了 後 に 運 行 し

て い た 町 営 バ ス の 臨 時 便 は 運 行 を

取 り 止 め ま し た 。

　 従 っ て 1 月 16 日 （ 土 ） 実 施 予 定

の 第 36 回 祭 り の 前 夜 祭 花 火 打 ち 上

げ 終 了 後 に 町 営 バ ス の 臨 時 便 運 行

は あ り ま せ ん 。

　 通 常 運 行 の ７ 便 （ ３ 路 線 と も 18

時 46 分 役 場 前 発 ） 、 ８ 便 （ 東 忠 別

・ 北 忠 別 線 は 19 時 46 分 、 東 雲 ・ 上

岐 登 牛 線 は 19 時 52 分 と も に 役 場 前

発 ） を ご 利 用 く だ さ い 。

遊 具 整 備 、 小 学 校 体 育 館 暖 房 機

を 改 修 し ま し た

　 町 は こ の ほ ど 、 東 川 第 三 小 学 校

に 屋 外 遊 具 、 東 川 第 二 小 学 校 、 東

川 第 三 小 学 校 の 両 体 育 館 の 暖 房 設

備 を 改 修 し ま し た 。

　 本 年 度 電 源 立 地 地 域 対 策 交 付 金

を 活 用 し ま し た 。 水 力 発 電 施 設 の

立 地 地 域 、 周 辺 地 域 の 公 共 用 施 設

整 備 、 住 民 福 祉 の 向 上 に 資 す る 事

業 に 交 付 さ れ て い ま す 。

　 子 供 た ち の 安 全 な 遊 び 場 確 保 、

冬 期 間 の 安 全 で 健 康 な 授 業 の た め

の 改 修 で す 。
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